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  NBS の活動についての御知らせ 

◆ 2022年度 第 2四半期 (2022年 7月～9月) 活動報告 

◎「NBS 2022年度 第 48回 21世紀中小企業勉強会」 

開催日時    2022年 8月 31日(水) 15:00～ 

開催場所    霞が関 商工会館 ６Ｇ会議室 

講師       近藤 正幸 氏 （開志専門職大学 学長特命補佐・教授） 

演題       「世界の頭脳活用競争の中での日本企業の戦略」」 

講師からのコメント:「世界の頭脳活用競争の中での日本企業の戦略」 

 グローバル競争の中で企業は世界の頭脳をどのように活用して自社のイノベーションを推進していく

かが重要な課題となっている。本講演では、まず、日本企業が 2000年代半ばから海外に居住する発

明者だけによるイノベーションを急激に活発化させ、他の先進国と互いに相手国の頭脳の活用がどの

ようになっているかを論じる。次に、世界のイノベーションの重心がアジアにシフトする中で、日本企業

が米独などの先進国の企業と比較して、中国、インド、タイなどの現地の頭脳をどのように活用している

かを明らかにしている。 

******************************************************************************** 

◆ 2022年度 第 3四半期 (2022年 10月～12月) 活動予定 

◎「NBS 2022年度 秋季講演会」 

開催日時    2022年 11月 7日(月) 15:00～ 

開催場所    霞が関 商工会館 ６Ｇ会議室 

講師：植嶋平治 氏 (東北メディカル学院 専務理事) 

演題：『医療介護分野での協同組合機能のポテンシャルについて 

 ～中小企業の医療介護分野展開には協同組合機能活用がお勧め～』    

【講師からのコメント】 

一般企業の経営と医療介護の経営の大きな相違点は、前者が基本的に自由競争が前提の市

場からの収入を源としているのに対し、後者は社会保障を基本とする政府の政策を収入の対象と

している点である。また前者は自由に事業展開できるが、後者は認可が基本で参入障壁により保

護されているが制約も多い。したがって、かつて医療介護分野では認可されれば公定価格で収入

が確保され、企業経営の感覚では考えられないほど杜撰な経営が可能であった。 

しかし、高齢化の影響で社会保障が増大し、財政負担が急増していることから、診療・介護報

酬削減のため、例えば病院や施設を使わない在宅での医療や介護にシフトさせたり、また得意分

野のない病院や介護施設が淘汰されるよう、報酬基準変更による政策誘導が行われ始めている。 

その中で政府が打ち出したのが地域で医療や介護をそれぞれの得意分野で分担・連携させ、

ベット数の削減などを目的とした地域医療連携推進法人（非営利型一般社団法人）の設置であ

る。これは米国の非営利型ホールディングカンパニーである IHN（Integrated Healthcare 

Network:統括ヘルスケアネットワーク）を模したものである。 
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この点。私は地域医療連携推進法人としてＩＨＮを模した持株会社の変形である一般社団法人

方式より、共同事業として民間の力を引き出しやすい事業協同組合方式が我が国では相応しいと

考えている。今回のセミナーではこの方式を筆者の勤務する「東北医療福祉事業協同組合」を事

例に考察するものである。 

医療介護といった地域やコミュニティーに基盤をおいた事業を、米国モデルの持株会社方式で

展開するのか、欧州に淵源が求められる協同組合方式で展開するのか、これからの医療介護事

業の成否を決めるかもしれない。 

◎ 「NBS 第 49回 21世紀中小企業勉強会」  

＊開催の詳細が決定次第、お知らせいたします。 

 

 

≪伝言板 コーナー≫ 

NBS からの “お知らせ” を掲載するとともに、会員の皆様 

 からご提供いただいた“情報”を掲示いたします。 

  “知らせたい情報”・“お役に立つ情報”などなど、 

 会員の皆様のからの「情報提供」をお待ちしています。 

                     〔連絡先 : NBS事務局 橋本 宛〕 

 

■今回の「ＢＳ通信第 65号」では、NBS会員の植嶋様の「連載コラム」に続き、NBS会員から

の投稿作品を掲載いたしました。 

 今回は通常とは異なり、『文芸作品(小説)』を掲載しています。 

 NBSの通常活動とは直接関係しませんが、『芸術の秋』ということも有り、親しみやすい

『誌面』作りという視点で試験的に掲載させていただきました。 

 また、次回の『BS通信』には、会員企業様のご紹介記事等を掲載させていただきたいと考え

ています。いずれにしましても、当誌の誌面を NBS会員の皆様に広く開放し、誌面の充実を図

りたいと考えていますので、会員の皆様の一層のご協力をお願い申し上げます。 

************************************************************************************* 

“NBS からの お報せ” 

■ＮＢＳでは新規の会員の方を、随時、募集しています。 

会員の皆様には、お知り合いの方で NBSの活動にご興味をお持ちの方がおられましたら、是

非、ご紹介をお願いいたします。  

・お問い合わせ、ご質問等 は 事務局 担当 : 橋本 まで、ご連絡ください。 

☎ 090-9304-3108  

E-mail 〈hashimoto.13530.shizu.sakura@catv296.ne.jp〉 
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【連載コラム】   

 

手話のポテンシャル 

 

元青山学院大学経済学部非常勤講師 

鎌倉マネジメント・ラボ 

  所長 植嶋平治 

 

先月 23日は「手話言語の国際デー（International Day of Sign Languages）」であった。こ

れは 2017年国連総会において、手話言語が音声言語と対等であることを認め、国連加盟国が社会

全体で手話言語についての意識を高めるための行動をとるが決議されたことに基づく。因みにこの 9

月 23日は 1951年にＷＦＤ世界ろう連盟World Federation of the Deaf (WFD)が設立され

た日にあたる。 

手話は、あらゆる情報を即座同時に伝え、受け取る技法である。とりわけ日本手話は、デジタル化で

軽視されかねない人との温もりある関係性を担保しながら、アナログでありながらも、デジタル的な高

速大容量のコミュニケ―ションが可能である。本稿ではろう者への理解を深めることはもちろん、手話

が有するポテンシャルに注目し、手話がもたらす新たなコミュニケーションの可能性に迫る。 

 

■ブレストと手話 

 さて青森県三戸郡五戸町にある東北メディル学院が私の職場である。この学校は、理学療法士や作

業療法士養成の専門学校で五戸町に設立され、約 20年の歴史を有する。一方この五戸町はご多分

に漏れず少子高齢化が進み、若者をいかに街中に呼び込み、活性化させるかがが大きなテーマとなっ

ている。私がこの学校に来て既に 3年が経過した。その間、町内唯一の高校も閉校となり、中学以降

の若者の集団としては、当学院のみがその存在となった。250名という当学院の学生が、どう貢献で

きるかが五戸町の活性化の鍵となっているといっても過言ではない。 

 そのような中、私が関与している鎌倉で生まれたまちづくり活動の「カマコン」を五戸でも学生も巻き

込み開催することになった。名前はカマコンにちなみ「五之魂」、活動の内容は、前回の寄稿でも紹介し

たように、まちの活性化にかかる様々なアイデアをブレーンストーミング（ブレスト）で生み出し、実行に

移してゆこうというものである。コロナ禍で開催が何回も見送られる中、いままで 3回開催、8テーマ

についてブレストが行われた。 

 前置きが長くなったが去る 5月「五之魂」第二回のテーマで、町の手話サークルの人達が「五戸町を

手話の街にしたい」とのプレゼンを行い、ブレストを行った。これ以外に第二回五之魂では２テーマあ

り、参加者約 25名が夫々のテーマに 7～8名ずつ分かれブレストを行った。手話のテーマにはろう者

の方が過半数を占め、手話サークルの方が通訳された。なお、この手話以外のテーマのブレストチーム

にはろう者の方は入っていない。注目すべきはそのアイデアの数である。手話以外のろう者の入らない

ブレストチームのアイデア数が 20～30程度であったものが、手話のチームでは 40を超えるアイデ

アが出たことだ。（注１）この数の差は一体何を意味するのだろうか？  
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 （注１）五之魂：「手話のまち五戸にするために」のブレストアイデア

        
 

一方で既に五戸町では今年 4月から、手話を言語として認める手話言語条例が施行された。また

5月にはブラジルで開催された第 24回夏季デフリンピック（別添参照）競技大会陸上競技男子 100

ｍで五戸町出身の佐々木琢磨氏が日本人初の金メダルを獲得し、町では祝賀行事が開催された。と

りわけ私の手話への関心を深めたのが若宮五戸町長による手話での祝辞であった。町長が「佐々木さ

ん金メダルおめでとう」と手話で表現された際、右手を背中から振り上げる格好で金メダルに輝く佐々

木選手の名前を表現されたのだ。手話で「佐々木」は「佐々木小次郎」の剣術のスタイルが語源（注１）

であるとの町長の解説に、私は俄然手話に興味を持つことになった。そこに先月の「手話言語の国際デ

ー」である。様々な媒体で手話に触れる機会が多くなった。 

 

（注１）「佐々木」を手話で表現：片手を背中の方に回し、背中に携えた刀を抜くようなジェスチャーをし

て表現。 佐々木小次郎が刀を抜く様子。 

ＮＨＫ動画参照（日本手話で猫 ＮＨＫ 手話ＣＧ） 

https://www2.nhk.or.jp/signlanguage/enquete.cgi?dno=4140 

 

■手話は言語のひとつ 

 さて、「手話言語の国際デー」や「手話言語条例」が何故制定されたのか？ろう者のコミュニケーショ

ン手段として、かつてろう学校でコミュニケ―ションツールとして主に教えるのは「口話法」といって、聞

こえない人にも声を使って会話ができるようにすることを目指し，またそれを手がかりに日本語を身に

付けられるようにする、といったものであった。手話は禁止されていた。これは日本だけでなく世界的

にその傾向があった。手話の使用を認めると、ろう児は厳しい口話法の訓練よりも手話に流れてしま

い、口話法による日本語の獲得ができなくなる、との考え方によるものであったらしい。ただ、実際のと

ころは、手話を禁止し、そのような厳しい訓練を行ったとしても、口話法によって日本語を獲得すること

は困難であった。また、ろう学校が手話を禁止し続けてきたにもかかわらず、ろう者はろう者同士の中

で手話を使い続け、次代に伝承してきた。そして、近年手話には音声言語の音韻に相当する構成要素

があることなどが発見された。日本において、手話が日本語とは異なる統語規則を持った言語である

ことが知られるようになったのは、1990年代中頃になってからである。 

https://www2.nhk.or.jp/signlanguage/enquete.cgi?dno=4140


6 

 

つまりかつては手話は言語でなく、話言葉より劣ったものとみなされていたものが、言語としての市

民権を最近になってやっと得ることになった。それを広く国民に認知されることを目的で制定されたの

が先の「手話言語の国際デー」や「手話言語条例」であった。 

 

■手話の種類 

手話には大きく分けて、日本語対応手話と日本手話の二つがあり、日本手話は幼い頃から聞こえな

いろう者が中心となって使い、日本語対応手話は主に難聴者や日本語獲得後に失聴した人に使われ

ている。 

 

① 日本語対応手話 

 日本語を，音声でなく，手指で表そうとするもの。「口話教育では聾児に日本本語教育をしたらど

うか」という発想で，昭和 45年頃から栃木県立聾学校で「同時法」として，手話を使った聾教育が

始まった。幼稚部から，小学部３年までは指文字，小学部４年から日本語に対応した手話を導入し

ていくという方法。日本語対応手話(同時法手話)では，語順は日本語の語順にあわせ，助詞や助

動詞は，指文字や手話と口形できちんと表す。語彙は日本語の単語を対応させて使う。 

② 日本手話 

 日本手話は，手や身体を使って空間に表される言語である，目で見て受け入れる言語であるとい

う手話の特徴を最大限に生かして文法関係を組み立てて，日本語の文法や語彙とは別の独立した

体系を持っている。日本手話という言い方は「聾者の用いる手話は，音声言語に匹敵する，複雑で

洗練された構造をもつ言語である」という主張を含んでいる。 

（出所）秋田県 

http://www.kagayaki.akita-pref.ed.jp/chokaku-

s/rouguideEX/communication/comu01.html 

 

■手話 vs話し言葉 

さて、先ほどのブレストの謎である。ろうの方は、ろう通訳付きで、日本手話を使ってのブレストであ

った。 

ではブレストでなぜ手話チームのアイデア数が多かったのか？先ず今回のブレストチームを分析し

よよう。通常チームによって差が出るのは、ブレストの経験値やチームをリードするファシリテーターの

手腕に依存するところが多く、またブレストテーマにも左右される。第二回の「五之魂」では 3チームに

分かれ、①チーム毎にテーマが異なる、②参加者のブレスト経験はほぼ初心者、③訓練されたファシリ

テーターは存在しない、④一チームだけにろう者が手話で参加。3チームの条件は①と④を除き同じ

でであるが、決定的に異なるのは手話をテーマにブレストしたチームだけ、手話を使うろう者と通訳な

ど手話関係者が過半数をしめている点で、そのチームのアイデア数が抜き出ている点だ。 

これは話し言葉と手話の違いに大きく依存するようだ。話し言葉をつかう参加者については、特にブ

レスト初心者は話し言葉で思考をめぐらし、価値あるアイデアか？はたまた、ないアイデアか？を考え

抜いた上で発語する。さらにそれもアイデの解説を付した、話し言葉で発語することが多い。これに対

し手話での参加者はアイデアを画像処理するように瞬時に表現している。これは話し言葉のブレスト熟

練者と同様の手法である。 

http://www.kagayaki.akita-pref.ed.jp/chokaku-s/rouguideEX/communication/comu01.html
http://www.kagayaki.akita-pref.ed.jp/chokaku-s/rouguideEX/communication/comu01.html
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ここで手話言語がどのような言語であるのか, 研究者の論文を引用し考察しよう。「音声言語（＝話

し言葉：筆者補完）では, 音素が時間軸上に配列され, 継時的に単語が形成されることが知られてお

り, その特徴は線状性とよばれる. 一方, 手話言語は, 非常に複雑な音韻構造をもっている. 手話言

語の場合, 要素の継時的結合と同時的結合が複雑に絡み合った構造になっている.手話言語の音韻

とは, 手話単語を表す際の「手型」, 手指の「運動」, 手型が表出される「位置」の 3要素をいい, これ

らが同時的に結合し, 1つの単語が形成される(Stokoe, Casterline, Croneberg, 1965). 手話

単語の音韻的構造について, 下図に示した. 例えば, {ネコ}という手話単語は, 握った手で頬をこす

るネコの仕草によって表される. この単語は, 握った手 (S手型) という「手型」と, 手首を屈伸させ

るという「運動」と, この運動が行われた頬という「位置」の 3つの要素 (音韻)に分解でき,「手型」,

「運動」,「位置」の 3つの要素が同時的に結合することにより{ネコ}という単語ができる. （注２）そし

て, このような音韻的構造をもつ手話単語が時間軸上に継時的に配列されることにより, 手話の文が

構成される。」（注３） 

（注２）ＮＨＫが編集した手話での{ネコ}の動画をサイト参照。 

動画（日本手話で猫 ＮＨＫ 手話ＣＧ） 

https://www2.nhk.or.jp/signlanguage/enquete.cgi?dno=1825 

 

 
（注３）武居渡『言語の写像性は言語獲得を促進させるか:手話獲得研究からの知見』「コミュニケーシ

ョン障害学 23, 143-151 (2006) 特集 <コミュニケーション障害と発達心理学の接点>」 

つまり、話し言葉では言葉が時間軸上に並ぶ線状性と呼ばれるのに対し、手話では言葉の全ての要素

が映像のように一度に表現されるという違いがある。 
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■日本手話 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出所）日経新聞 

「イメージつたえる記憶 

の言語」2022.7.3付け 

 

■手話のポテンシャル 

ブレストでのアイデア出しでは、解説的になりがちな初心者の話し言葉でのブレストに対し、ブレスト

初心者ではあるが、手話で瞬時にアイデアを表現できる、ろう者のブレストが優位であったのだ。 

私はこの手話でのブレストの場面で見て、手話が言語でありながら話し言葉では限界のある情報の量

や質を表現できる可能性があるのではないかと直感した。同じことを国立民族学博物館の菊澤律子

氏は、言語の線上性から話し言葉では二つの音を同時に発声できないが、「手話の場合には、手の動

きだけでも 2 系統あり、そこに口型や頭の振り、顔の表情などが文法要素として加わると、片手で継

続する状態を表しておき、もう一方の手で出来事を表現することなども可能」としている。（注５） 

このように手話は、ろう者の言語としての機能を果たすことは分かっているが、どうも、手話で見えてく

る新たなコミュニケ―ションがあるようだ。 

 

 ろう者は 300人に一人といわれているが、手話は、ろう者だけの言語でなくいわゆる聴者側にいる

話し言葉の使い手としても、ろう者とのコミュニケ―ション以外の目的で修得していく時代が来るので

はないか。 

 

 現在コロナ禍でテレワークなどオンラインによるコミュニケーショが一気に広がりを見せているが、対

面のような相手との空気観をはかりながらの対話が難しくなっているといわれている。このような時こ

そ手話から学ぶことは、先ずろう者が相手の表情をしっかり捉える技法、そして相手に自分の意志をし

っかり伝える豊かな表情の技法である。 

さらに手話の中でも日本手話では、手や指の形、動きとともに、視線、

顔の表情、首振りなどの非手指動作（NMM= Non-Manual 

Markers）が文法の核心部分を担っている。そのため、顔の表情は感

情を表現するためだけではなく、文法の一部として言語に組み込まれて

いる。（左図参照）また、CL（Classifier）と呼ばれる、ジェスチャーを文

法化したような技法があり、目で見たものの状況を言語化し再現するこ

とに優れているといわれている。日本で初めて日本手話を第一言語とし

て教える明晴学園の校長を務めた斉藤道雄氏によると、「 たとえば日

本語で『ボールが地面をはね返った』というのを、手話ならどんな大きさ

のボールがどれくらいのスピード、角度でどの方向にはねていったの

か、瞬時に動画のように表現します。だからこそ、ろう者は、そのような

表現ができない音声語を『もの足りない』と思うようです。」と述べてい

る。（注４） 

また斉藤氏によると、ろう者の寄宿舎でのエピソードとして、仲間でお

金を出し合い、じゃんけんで勝ったものが代表して映画を鑑賞し、帰っ

て手話で映画を臨場感あふれるように仲間に再現したという。 

（注 4）五十嵐大 「手話は描写力にすぐれた少数派の言語。その豊かな世界」 

https://note.com/torus_abeja/n/nb48640a5f0ca 
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しかしそれだけではない、手話のもつあらゆる情報を即座同時に伝え、受け取る技法に注目した

い。とりわけ日本手話は、デジタル化で軽視されかねない人との温もりある関係性を担保しながら、ア

ナログでありながらも、ろう者の技量レベルにもよるが、デジタル的な高速大容量のコミュニケ―ション

が可能である。そのようなに考えると、手話という言語にはこれからますます活用されるポテンシャル

があるのではないか。 

先ずは義務教育の場で、手話を英語など第二外国語と同じ位置づけで履修できるようにし、手話や

ろう文化への理解を深めることから始めるべきだ。また、社会人としてのコミュニケーション力強化のた

め、企業研修での手話講座の導入などが今後必要であろう。手話がこれからの人間社会に大きく貢献

してゆくことは間違いなさそうだ。 

 

（注５）菊澤律子（国立民族学博物館先端人類科学研究部准教授）「手話は言語である」の一歩先へ : 

機関研究 : 「マテリアリティの人間学」領域 手話言語と音声言語の比較に基づく新しい言語観の創

生 （2013-2015) 

https://minpaku.repo.nii.ac.jp/?action=pages_view_main&active_action=reposito

ry_view_main_item_detail&item_id=625&item_no=1&page_id=13&block_id=21 

 

【別添】 

○デフリンピック 

身体障害者のオリンピック「パラリンピック」に対し「デフリンピック Deaflympics）」は、ろう者のオ

リンピックとして、夏季大会は 1924年にフランスで、冬季大会は 1949年にオーストリアで初めて開

催されています。障害当事者であるろう者自身が運営する、ろう者のための国際的なスポーツ大会で

あり、また参加者が国際手話によるコミュニケーションで友好を深められるところに大きな特徴があり

ます。（中略） 

 

パラリンピックとデフリンピック 

 国際パラリンピック委員会（International Paralympic Committee）が 1989年に発足した当

時は、国際ろう者スポーツ委員会も加盟していましたが、デフリンピックの独創性を追求するために、

1995年に組織を離れました。そのために、パラリンピックにろう者が参加できない状況が続いていま

す。なお、デフリンピックの独創性とは、コミュニケーション全てが国際手話によって行われ、競技はス

タートの音や審判の声による合図を視覚的に工夫する以外、オリンピックと同じルールで運営される点

にあります。また、パラリンピックがリハビリテーション重視の考えで始まったのに対し、デフリンピック

はろう者仲間での記録重視の考えで始まっています。しかし、現在は両方とも障害の存在を認めた上

で競技における「卓越性」を追求する考えに転換しています。（なお、2025デフリンピックの開催地が

東京に決定） 

（出所） 

一般財団法人全日本ろうあ連盟 スポーツ委員会

https://www.jfd.or.jp/sc/deaflympics/games-about 

 

 

 

https://minpaku.repo.nii.ac.jp/?action=pages_view_main&active_action=repository_view_main_item_detail&item_id=625&item_no=1&page_id=13&block_id=21
https://minpaku.repo.nii.ac.jp/?action=pages_view_main&active_action=repository_view_main_item_detail&item_id=625&item_no=1&page_id=13&block_id=21
https://www.jfd.or.jp/sc/
https://www.jfd.or.jp/sc/
https://www.jfd.or.jp/sc/deaflympics/games-about
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＊
こ
の
小
説
は
十
四
章
か
ら
成
っ
て
い
ま
す
が
、 

当
誌
に
は
第
七
章
だ
け
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。 

第
七
章 

 

雷 

撃 

  
(

プ
ロ
ロ
ー
グ) 

昭
和
十
八
年
十
月
九
日
の
払
暁
、
ボ
ル
ネ
オ
島
東
方
五
十
キ
ロ
の
海
上
に
黒
い
船

影
が
突
如
姿
を
現
し
た
。
全
長
凡
そ
百
メ
ー
ト
ル
、
細
く
尖
っ
た
船
体
は
中
央
の
艦
橋

と
思
わ
れ
る
部
分
以
外
、
甲
板
後
部
に
小
口
径
の
大
砲
が
一
門
見
え
る
だ
け
で
、
船

上
に
は
人
の
気
配
も
な
い
。
特
に
周
り
を
伺
う
で
も
な
く
、
十
五
ノ
ッ
ト
ほ
ど
の
速
さ

で
ほ
ぼ
南
を
指
し
て
一
直
線
に
進
ん
で
い
る
。 

開
戦
か
ら
二
年
近
く
が
経
過
し
、
太
平
洋
戦
争
の
趨
勢
も
、
よ
う
や
く
日
本
軍
の

敗
色
が
明
ら
か
に
な
り
つ
つ
あ
っ
た
。
先
月
の
半
ば
に
は
、
日
本
軍
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
方
面
攻
撃
の
主
要
基
地
で
有
る
パ
プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
の
州
都
ラ
エ
が
米
軍
に
奪
回

さ
れ
、
更
に
今
月
に
は
、
日
本
海
軍
の
南
方
の
拠
点
ラ
バ
ウ
ル
へ
の
侵
攻
も
噂
さ
れ
て

い
た
。 

ハ
ッ
チ
か
ら
出
て
き
た
の
か
、
艦
橋
に
二
つ
の
人
影
が
現
れ
た
。
二
つ
共
に
士
官
の

装
い
で
あ
る
。
一
人
が
双
眼
鏡
で
周
囲
を
確
認
し
、
満
足
気
に
頷
き
な
が
ら 

 
傍
ら
の
一
人
に
話
し
か
け
た
。 

「副
長
、
昨
日
発
見
し
た
敵
船
は
、
そ
の
後
航
路
を
変
え
て
い
な
い
だ
ろ
う
な
。
」 

「ロ
ー
レ
ン
ス
艦
長
、
確
実
に
レ
ー
ダ
ー
で
捕
捉
し
て
い
ま
す
か
ら
大
丈
夫
で
す
。
昨

日
の
日
没
時
に
発
見
し
て
以
降
、
凡
そ
十
五
マ
イ
ル
の
距
離
を
取
っ
て
並
行
に
進
ん

《小
説
》 

戦
い
す
ん
で 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
―

あ
る
海
軍
兵
士
の
生
涯―

 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

一
宮 

純 
 

著 

 

 

こ
の
小
説
は
海
軍
の
一
兵
士
と
し
て
十
年
余
り
の
歳
月
を
従

軍
し
、
戦
後
も
そ
の
時
代
に
培
っ
た
信
念
を
支
え
と
し
て
生
き

た
一
人
の
人
間
の
生
涯
を
綴
っ
た
も
の
で
す
。
な
お
、
作
中
の
出

来
事
は
全
て
、
実
際
に
起
こ
っ
た
事
実
に
基
づ
い
て
い
ま
す
が
プ

ロ
ッ
ト
の
細
部
は
作
者
の
創
作
に
よ
る
も
の
で
す 

 

〔停泊中の特務艦 早鞆〕 

 

【特務艦 早鞆 基本情報】 

艦種 運送艦 (給油艦) 

級名 隠戸型 二番艦 

進水 大正十年十二月四日   

除籍   昭和二十一年五月三日 (同年 海没処分) 

常備排水量 公表値 15,400 トン 

全長 143.48m、 最大幅 17.68m、 吃水 公表値 8.08m 

ボイラー  宮原式水管缶 6基  

主機   3段膨張式蒸気機関  

速力 15.5 ノット、公表値 12 ノット、経済速力 7 ノット 

燃料 石炭満載 1,596 トン *他に 庫外 610 トン 

重油  1,274 トン 

航続距離 7,890カイリ / 8 ノット 

乗員 公表値 160名 

搭載能力 重油 8,375 トン、 

他に獣肉、魚肉、野菜、氷の各冷蔵庫 

兵装 50口径 14cm単装砲 2基、 

40口径 8cm単装高角砲 2基 

搭載艇 内火艇 1隻、カッター2隻、通船 1隻 

注)日本海軍の戦闘時に各艦艇に燃料を補給する為に作られた給油艦。太平洋戦争

の開始前には、特殊任務として、米軍のサンディエゴ基地への石油の買い付けにも派

遣されていた。(当小説 第六章) 
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で
い
ま
す
。
先
ほ
ど
は
試
し
に
潜
航
し
て
ソ
ナ
ー
で
も
敵
船
の
波
長
を
確
認
し
た
の

で
、
水
中
か
ら
の
攻
撃
で
も
確
実
に
魚
雷
を
命
中
さ
せ
ら
れ
ま
す
。
」 

「で
は
、
今
日
の
午
前
中
が
勝
負
だ
な
。
そ
れ
も
十
時
前
に
は
一
発
、
お
見
舞
い
し

て
や
り
た
い
。
天
気
は
快
晴
の
様
だ
し
、
逆
光
を
利
用
し
て
太
陽
を
背
に
出
来
る
だ

け
近
づ
き
、
十
マ
イ
ル
を
切
っ
た
辺
り
で
潜
航
し
て
、
確
実
に
仕
留
め
る
ぞ
。
」 

「了
解
で
す
。
そ
れ
に
し
て
も
、
日
本
軍
の
輸
送
船
は
護
衛
が
付
く
で
も
な
く
、
ま

し
て
や
単
独
行
で
の
航
行
も
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
な
ど
と
い
う
の
は
、
二
年
ほ
ど
大

西
洋
で
ド
イ
ツ
相
手
に
戦
っ
て
来
た
小
官
と
し
て
は
何
と
も
理
解
し
が
た
い
話
で

す
。
」 

「ジ
ュ
ー
ク
ス
大
尉
、
そ
れ
は
そ
れ
と
し
て
、
奴
ら
を
甘
く
見
る
と
火
傷
す
る
ぞ
。

君
の
赴
任
前
だ
が
、
こ
の
艦
も
今
年
の
三
月
に
台
湾
沖
で
十
六
時
間
に
亘
っ
て
敵
の

爆
雷
攻
撃
を
受
け
、
そ
の
結
果
、
本
土
に
回
航
し
て
二
ヶ
月
に
余
る
大
規
模
修
理
を

行
っ
た
。
実
際
に
推
進
機
が
損
傷
し
、
オ
イ
ル
が
漏
れ
て
海
上
に
浮
か
ん
だ
為
、
怪

我
の
功
名
と
言
う
か
、
そ
れ
を
沈
没
の
証
し
と
考
え
た
敵
が
爆
雷
攻
撃
を
止
め
て
く

れ
た
お
蔭
で
、
危
な
い
と
こ
ろ
を
何
と
か
逃
げ
お
お
せ
た
。
正
直
、
も
う
少
し
で
沈
没

す
る
と
こ
ろ
だ
っ
た
。
そ
ん
な
、
危
な
い
橋
を
渡
る
の
は
、
も
う
二
度
と
ご
免
だ
よ
。
」 

「小
官
は
ア
ナ
ポ
リ
ス
で
、
日
本
海
軍
の
駐
留
武
官
と
話
す
機
会
が
有
り
ま
し
た

が
、
結
構
、
優
秀
な
軍
人
で
し
た
。
個
人
的
に
は
日
本
軍
の
士
官
は
そ
れ
な
り
に
優

秀
だ
と
思
う
の
で
す
が
、
何
故
に
日
本
軍
の
戦
略
は
こ
ん
な
に
稚
拙
な
の
で
し
ょ
う

か
。
」 

「思
考
が
未
だ
に
主
力
艦
同
士
の
海
上
決
戦
の
イ
メ
ー
ジ
か
ら
抜
け
出
せ
て
い
な

い
の
だ
な
。
言
わ
ば
中
世
の
槍
試
合
の
発
想
だ
。
華
や
か
に
武
功
を
挙
げ
る
こ
と
が

第
一
で
、
冷
徹
に
戦
争
と
い
う
も
の
を
見
つ
め
、
泥
臭
く
て
も
戦
争
に
勝
利
す
る
と

い
う
リ
ア
リ
ズ
ム
を
持
っ
て
い
な
い
。
戦
闘
相
手
は
先
ず
軍
艦
、
そ
れ
も
大
型
で
有
れ

ば
そ
れ
に
越
し
た
こ
と
は
な
い
と
考
え
、
戦
い
に
華
々
し
さ
を
求
め
る
結
果
、
輸
送

船
な
ど
は
攻
撃
対
象
と
し
て
考
え
て
い
な
い
。
逆
に
自
分
た
ち
の
輸
送
船
を
襲
う

我
々
な
ど
は
無
頼
の
輩
で
、
海
軍
で
は
な
く
、
海
賊
レ
ベ
ル
の
集
団
と
で
も
考
え
て

い
る
ん
だ
ろ
う
。
」 

「だ
か
ら
、
わ
れ
わ
れ
に
軍
人
と
し
て
の
矜
持
が
有
れ
ば
、
日
本
軍
の
輸
送
船
な

ど
は
狙
わ
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
か
。
何
と
も
時
代
遅
れ
の
考
え
方
で
す
ね
。
お
め

で
た
い
と
い
う
か
、
本
艦
な
ど
、
今
回
の
パ
ト
ロ
ー
ル
の
第
一
目
的
は
諜
報
員
の
輸
送

で
し
た
し
、
も
と
も
と
は
通
商
路
の
破
壊
が
本
艦
の
主
要
任
務
で
す
。
し
か
し
、
奴

ら
に
そ
ん
な
発
想
は
丸
っ
き
り
無
い
の
で
し
ょ
う
ね
。
」 

「そ
う
言
え
ば
、
サ
バ
に
送
り
届
け
た
チ
ェ
ス
タ
ー
中
佐
た
ち
は
ど
う
し
て
い
る
だ

ろ
う
。
無
事
に
現
地
人
た
ち
と
連
絡
が
取
れ
て
い
れ
ば
良
い
の
だ
が
。
」 

 

先
月
の
九
月
二
十
四
日
、
ア
メ
リ
カ
海
軍
の
潜
水
艦
キ
ン
グ
フ
ィ
ッ
シ
ュ
号 

(S
S

-2
3

4
 

水
中
排
水
量 

二
、
四
一
〇
ト
ン) 

は
母
港
で
あ
る
西
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
の
フ
リ
ー
マ
ン
ト
ル
港
を
出
港
し
、
南
シ
ナ
海
方
面
に
向
か
っ
た
。
こ
れ
が
、
就
航

か
ら
数
え
て
五
回
目
の
哨
戒
任
務
で
あ
る
。
但
し
、
今
回
は
通
常
の
通
商
破
壊
活 

動
の
他
に
、
特
に
二
つ
の
特
別
任
務
が
課
せ
ら
れ
て
い
た
。 

一
つ
は
セ
レ
ベ
ス
島
の
南
部
に
機
雷
を
敷
設
す
る
こ
と
、
も
う
一
つ
は
ボ
ル
ネ
オ

島
北
東
部
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
陸
軍
のF

.G
.L

.

チ
ェ
ス
タ
ー
中
佐
以
下
六
名
の
将

校
を
、
彼
ら
の
任
務
で
あ
る
諜
報
・後
方
攪
乱
活
動
の
た
め
の
必
要
物
資
五
千
ポ
ン

ド
と
一
緒
に
揚
陸
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
出
港
後
、
キ
ン
グ
フ
ィ
ッ
シ
ュ
号
は
先
ず
ボ

ル
ネ
オ
島
東
岸
を
北
上
し
、
三
日
前
の
十
月
六
日
未
明
に
チ
ェ
ス
タ
ー
中
佐
た
ち
を

予
定
し
た
ボ
ル
ネ
オ
の
サ
バ
州
の
上
陸
地
点
に
送
り
届
け
、
ま
た
新
月
の
闇
に
紛
れ

て
委
託
さ
れ
た
物
資
を
揚
陸
す
る
こ
と
も
、
無
事
に
成
功
さ
せ
て
い
た
。 

そ
の
当
時
、
米
軍
は
翌
十
一
月
に
も
、
南
太
平
洋
を
島
伝
い
に
日
本
本
土
に
向
け

て
進
攻
す
る
本
格
的
な
反
攻
作
戦
を
発
動
す
る
計
画
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
に

続
く
作
戦
と
し
て
、
一
年
後
に
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
奪
還
を
成
功
さ
せ
る
為
、
そ
の
進

攻
時
に
腹
背
か
ら
攻
撃
さ
れ
な
い
手
立
て
と
し
て
、
オ
ラ
ン
ダ
領
東
イ
ン
ド
の
セ
レ
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ベ
ス
島
及
び
ボ
ル
ネ
オ
島
に
お
け
る
、
反
日
本
軍
活
動
の
現
地
組
織
作
り
を
開
始
し

た
の
だ
っ
た
。 

 

◇ 

十
月
九
日 

午
前
六
時 

日
本
海
軍 

特
務
艦 

早
鞆 

 

起
床
ラ
ッ
パ
が
鳴
っ
た
。
総
員
起
こ
し
で
あ
る
。
ハ
ン
モ
ッ
ク
を
手
早
く
片
付
け
、
百

数
十
名
の
兵
士
が
急
ぎ
足
で
洗
面
所
や
ト
イ
レ
に
向
か
っ
た
。
林
一
等
兵
曹
も
洗
面

を
済
ま
せ
る
と
、
食
堂
の
奥
に
あ
る
「酒
保
」
に
向
か
っ
た
。
今
日
は
週
末
な
の
で
朝

食
を
挟
ん
で
一
時
間
だ
け
「酒
保
」を
開
き
、
そ
の
後
で
月
次
の
帳
簿
を
整
理
す
る

日
だ
っ
た
。 

林
の
元
々
の
任
務
は
機
関
兵
曹
で
有
る
が
、
仕
事
が
手
堅
く
、
ま
た
、
そ
れ
に
加

え
て
本
人
が
酒
も
タ
バ
コ
も
や
ら
な
い
所
か
ら
、
こ
の
艦 (

特
務
艦 

早
鞆) 

の
酒
保

の
実
務
管
理
も
合
わ
せ
て
任
さ
れ
て
い
た
。
そ
し
て
、
午
前
九
時
か
ら
は
マ
ニ
ラ
で
乗

艦
し
た
補
充
兵
四
名
を
機
関
室
に
伴
い
、
機
関
現
場
の
作
業
手
順
を
教
え
た
上
で
、

実
際
に
現
場
の
作
業
を
さ
せ
る
の
が
、
今
日
の
予
定
だ
っ
た
。 

 

◇ 

十
月
九
日 

午
前
七
時 

 

特
務
艦 

早
鞆 

 

艦
橋
甲
板 

 

艦
橋
甲
板
で
は
夜
間
の
哨
戒
直
の
兵
士
が
早
番
へ
の
引
き
継
ぎ
を
行
っ
て
い
た
。 

「夜
間
哨
戒
中
に
、
何
か
気
に
な
る
こ
と
は
無
か
っ
た
か
。
」
甲
板
士
官
掌
機
長
の
村

上
兵
曹
長
が
夜
間
直
の
高
嶋
兵
曹
に
尋
ね
た
。 

「何
も
有
り
ま
せ
ん
。
何
か
気
に
な
る
こ
と
で
も
有
っ
た
ん
で
す
か
。
」逆
に
高
嶋
兵

曹
が
聞
き
返
し
て
き
た
。 

「う
ん
、
ど
う
も
ま
だ
気
に
な
っ
て
い
る
ん
だ
が
、
昨
日
の
夕
刻
、
遅
番
の
連
中
が
左

舷
横
の
遠
く
の
海
上
に
、
何
か
反
射
す
る
物
が
見
え
た
気
が
す
る
言
っ
て
い
た
。
そ

れ
も
確
実
な
話
で
は
な
い
ん
だ
が
、
一
瞬
、
何
か
光
っ
た
様
な
気
が
し
て
、
双
眼
鏡

で
そ
の
辺
り
を
確
か
め
た
が
、
結
局
、
何
も
見
え
な
か
っ
た
と
言
う
ん
だ
。
掌
機
長
の

西
山
中
尉
に
報
告
は
し
た
ん
だ
が
、
ど
う
せ
ビ
ン
か
な
に
か
が
浮
遊
し
て
い
て
光
っ

た
ん
だ
ろ
う
と
言
っ
た
後
、
い
い
加
減
な
話
で
騒
ぐ
ん
じ
ゃ
無
い
と
、
逆
に
叱
責
さ
れ

た
。
そ
の
為
、
昨
日
の
深
夜
番
へ
の
引
継
ぎ
で
も
、
そ
の
話
は
し
な
か
っ
た
ん
だ
が
。
」 

「そ
う
で
す
か
。
シ
ブ
ツ
海
峡
を
抜
け
た
こ
の
辺
り
は
、
警
戒
す
る
に
越
し
た
こ
と

は
な
い
ん
で
す
が
ね
。
ど
う
も
中
尉
殿
は
、
ご
自
分
の
意
見
に
反
対
す
る
者
は
徹
底

的
に
つ
ぶ
し
に
か
か
り
ま
す
か
ら
ね
。
後
で
そ
ん
な
引
継
ぎ
を
し
た
と
聞
か
れ
た

ら
、
藪
蛇
で
す
よ
ね
。
」 

◇ 

十
月
九
日 

午
前
八
時 

 

特
務
艦 

早
鞆 

 

艦
橋
前 

 

艦
橋
前
に
各
科
の
当
番
下
士
官
が
集
め
ら
れ
、
そ
の
日
の
業
務
確
認
が
行
わ
れ

た
。 

 

相
変
わ
ら
ず
と
言
う
か
、
艦
長
の
長
谷
部
大
佐
か
ら
は
、
こ
の
日
も
特
段
の
指
示

は
行
わ
れ
な
か
っ
た
。
兵
科
の
分
隊
長
立
花
中
尉
が
、
艦
長
に
代
わ
り
各
科
の
報
告

を
受
け
、
今
朝
も
い
つ
も
の
様
に
短
時
間
で
解
散
し
た
。 

  

「林
、
こ
の
後
は
補
充
新
兵
の
教
育
か
。
」同
じ
機
関
科
の
吉
積
二
等
兵
曹
が
林
に

話
し
か
け
て
き
た
。 

 

林
と
吉
積
は
同
じ
村
の
出
身
で
、
同
じ
小
学
校
に
通
っ
た
幼
馴
染
で
あ
っ
た
。
そ
の

為
、
吉
積
は
、
今
で
は
階
級
が
一
つ
上
の
林
と
も
た
め
口
で
話
し
て
い
た
。
二
人
は

同
じ
年
に
徴
兵
で
海
軍
に
入
隊
し
た
が
、
一
年
に
数
千
人
が
入
隊
す
る
第
三
艦
隊

で
は
、
現
場
の
配
属
が
異
な
る
の
は
当
た
り
前
で
あ
る
。
し
か
し
、
不
思
議
な
縁
と

で
も
言
う
べ
き
か
、
昨
年
吉
積
が
特
務
艦
早
鞆
に
転
勤
し
て
来
た
為
、
僅
か
百
六
十

人
程
度
が
勤
務
す
る
艦
の
同
僚
と
し
て
、
六
年
ぶ
り
に
出
会
っ
た
の
だ
っ
た
。
も
っ
と

も
、
林
は
昇
進
が
普
通
よ
り
も
早
か
っ
た
為
、
星
の
数
は
林
が
吉
積
よ
り
一
つ
多
く

な
っ
て
い
た
。 

 

「あ
あ
、
九
時
か
ら
半
日
仕
事
に
な
る
か
な
。
新
兵
と
言
っ
て
も
、
結
構
薹
が
立
っ

て
い
る
か
ら
、
現
場
の
力
仕
事
で
ど
の
程
度
役
に
立
つ
か
、
心
配
だ
が
な
。
下
手
を
す

る
と
俺
た
ち
よ
り
年
上
も
い
る
様
だ
ぞ
。
」 
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「そ
う
言
え
ば
、
お
前
、
酒
保
の
帳
簿
整
理
も
有
る
と
言
っ
て
い
た
よ
な
。
何
な
ら

今
日
は
俺
が
変
わ
っ
て
や
る
ぞ
。
そ
の
分
、
井
上
主
計
大
尉
に
は
吉
積
が
助
け
て
く

れ
た
と
言
っ
て
お
い
て
く
れ
れ
ば
良
い
か
ら
。
」 

 

「は
は
は
っ
。
お
前
、
井
上
大
尉
と
は
飲
兵
衛
仲
間
だ
か
ら
な
。
し
か
し
、
そ
れ
だ

と
お
前
は
連
続
直
に
な
っ
て
、
身
体
が
き
つ
く
な
い
か
。
」 

 

「今
日
で
直
が
変
わ
る
か
ら
夕
食
後
に
は
寝
ら
れ
る
し
、
大
丈
夫
だ
よ
。
ま
あ
、
実

際
に
石
炭
を
く
べ
る
の
は
、
若
手
の
仕
事
だ
し
な
。
」 

 

「悪
い
な
、
吉
積
。
そ
れ
じ
ゃ
、
今
日
だ
け
は
言
葉
に
甘
え
る
よ
。
そ
の
代
わ
り
お
前

が
教
育
当
番
の
時
は
俺
が
代
わ
る
か
ら
な
。
」 

 

「そ
ん
な
に
気
に
す
る
話
じ
ゃ
な
い
よ
。
も
っ
と
も
お
前
は
昔
か
ら
律
儀
だ
か
ら
な

あ
。
」 

 

◇ 

十
月
九
日 

午
前
八
時
五
十
分 

特
務
艦 
早
鞆 

 

酒
保
カ
ウ
ン
タ
ー 

 

 

「じ
ぁ
あ
な
。
」
吉
積
が
金
網
越
し
に
酒
保
を
覗
き
込
み
、
唐
突
に
敬
礼
を
し
て
「
吉

積
二
等
機
関
兵
曹
、
た
だ
い
ま
よ
り
勤
務
に
就
き
ま
す
。
」と
言
い
、
ニ
ャ
っ
と
笑
っ
て

甲
板
に
上
が
っ
て
行
っ
た
。 

 

そ
し
て
こ
れ
が
、
林
が
生
き
た
吉
積
を
見
た
最
後
と
な
っ
た
。 

 

◇ 

十
月
九
日 

午
前
九
時
十
分 

潜
水
艦
キ
ン
グ
フ
ィ
ッ
シ
ュ 

 

「ジ
ュ
ー
ク
ス
大
尉
、
潜
航
を
開
始
す
る
ぞ
。
」 

 

「は
い
、
ロ
ー
レ
ン
ス
艦
長
。
敵
艦
は
十
ノ
ッ
ト
程
の
早
さ
で
す
か
ら
、
接
近
す
る
の

は
簡
単
で
す
。
朝
の
間
に
斜
め
前
方
に
位
置
取
り
し
ま
し
た
の
で
、
ソ
ナ
ー
で
確
認

し
な
が
ら
左
周
り
に
接
近
し
ま
す
。
」 

 

「船
首
と
船
尾
に
中
口
径
の
砲
が
見
え
る
が
、
そ
れ
以
外
に
は
大
し
た
装
備
は
無

さ
そ
う
だ
し
、
軍
艦
と
し
て
は
不
思
議
な
形
だ
な
。
民
間
の
タ
ン
カ
ー
を
徴
用
し
て

艤
装
し
た
の
で
も
な
さ
そ
う
だ
が
、
煙
突
の
位
置
か
ら
考
え
る
と
タ
ン
カ
ー
仕
様
の

輸
送
船
だ
な
。
爆
雷
ぐ
ら
い
は
積
ん
で
い
る
だ
ろ
う
が
、
速
力
は
当
艦
で
も
振
り
切

れ
そ
う
な
程
度
だ
。
図
体
が
デ
カ
イ
か
ら
仕
留
め
甲
斐
が
有
る
ぞ
。
」 

 
 ◇ 

十
月
九
日 

午
前
九
時
三
十
五
分 

潜
水
艦
キ
ン
グ
フ
ィ
ッ
シ
ュ 

 

キ
ン
グ
フ
ィ
ッ
シ
ュ
は
既
に
予
定
通
り
に
潜
航
し
、
早
鞆
へ
の
攻
撃
態
勢
を
整
え
て

い
た
。 

 

「敵
艦
ま
で
残
り
五
マ
イ
ル
」
艦
橋
の
中
で
測
量
士
が
告
げ
た
。 

 

「前
方
魚
雷
発
射
管
を
開
け
。
魚
雷
は
六
門
全
部
に
充
填
し
て
い
る
な
。
先
ず
、
左

右
そ
れ
ぞ
れ
外
側
の
発
射
管
か
ら
一
発
ず
つ
発
射
し
、
四
門
連
続
で
発
射
し
た
ら

右
に
反
転
し
、
潜
航
し
な
が
ら
避
退
す
る
ぞ
。
二
門
は
予
備
攻
撃
用
に
残
し
て
お

け
。
」ロ
ー
レ
ン
ス
艦
長
が
攻
撃
方
法
を
確
認
し
た
。 

 

「残
り
三
マ
イ
ル
」 

 

「潜
望
鏡
挙
げ
ろ
。
良
し
、
敵
艦
の
側
面
に
ド
ン
ピ
シ
ャ
だ
。
」 

 

「敵
艦
ま
で
残
り
二
マ
イ
ル
」 

 

「残
り
半
マ
イ
ル
で
発
射
だ
。
」 

 

「敵
艦
ま
で
残
り
一
マ
イ
ル
」 

 

「発
射 !! 

」 

 

ズ
ン
と
い
う
衝
撃
と
共
に
二
発
の
魚
雷
が
発
射
さ
れ
、 

「続
け
て
発
射 !! 

」 

さ
ら
に
も
う
二
発
が
発
射
さ
れ
た
。 

 

「右
反
転 ! 

急
速
潜
航 ! 

」 

 

キ
ン
グ
フ
ィ
ッ
シ
ュ
が
早
鞆
の
左
舷
二
百
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
海
中
を
、
す
れ
違
う
様

に
急
速
潜
航
に
移
っ
た
時
、
後
方
か
ら
ガ
ァ
ー
ン
と
い
う
衝
撃
音
が
響
い
て
き
た
。 

 

「や
っ
た
ぞ
。
」 

 

「二
発
、
命
中
で
す
。
」ソ
ナ
ー
手
が
告
げ
た
。 

「爆
雷
の
投
下
は
有
り
ま
せ
ん
。
」 
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「良
し ! 

い
い
か
、
五
マ
イ
ル
離
れ
た
ら
一
度
浮
上
し
、
戦
果
を
確
認
し
て
再
潜
航

す
る
ぞ
。
」 

 

◇ 

十
月
九
日 

午
前
九
時
五
十
分 

 

特
務
艦
早
鞆 

 

艦
橋 

 

 

艦
橋
に
併
設
し
た
望
楼
か
ら
、
突
如
、
哨
戒
中
の
兵
が
叫
ん
だ
。
「左
舷
十
時
、
魚

雷
接
近 ! 

」 

 

「取
り
舵
い
っ
ぱ
い ! 
」 

操
舵
室
で
村
上
兵
曹
長
が
叫
ぶ
と
同
時
に
、
右
隣
に
立

つ
西
山
中
尉
を
見
た
。 

 

望
楼
か
ら
は
叫
び
声
が
続
い
た
。
「航
跡
は
四
本 ! 

接
近
中 ! 

左
舷
三
百
メ
ー

ト
ル
。 

」 

 

「警
戒
警
報 ! 

」村
上
兵
曹
長
が
続
け
て
叫
ん
だ
。 

 

「間
に
合
わ
ん
。
」西
山
中
尉
が
通
信
制
御
盤
の
横
棒
を
ぎ
ゅ
っ
と
握
り
し
め
た
ま

ま
、
つ
ぶ
や
い
た
。 

◇ 

十
月
九
日 

午
前
九
時
五
十
二
分 

特
務
艦 
早
鞆 

 

兵
士
食
堂
付
近 

 

け
た
た
ま
し
く
警
戒
警
報
音
が
鳴
り
響
い
た
。 

 

林
は
酒
保
か
ら
駆
け
出
し
、
そ
の
ま
ま
甲
板
に
駆
け
上
が
っ
た
。 

 

と
た
ん
に
、
左
舷
後
方
か
ら
の
「ド
ッ
カ
ー
ン
」
と
い
う
大
き
な
爆
発
音
と
と
も
に
、

船
が
左
右
に
大
き
く
揺
す
ら
れ
、
林
は
前
方
に
投
げ
出
さ
れ
る
様
に
、
甲
板
に
叩
き

つ
け
ら
れ
た
。
思
わ
ず
、
左
手
で
頭
を
か
ば
い
、
腹
這
っ
た
ま
ま
右
手
で
横
に
有
っ
た

ロ
ー
プ
を
掴
ん
だ
。
何
秒
も
経
っ
て
い
な
い
の
だ
ろ
う
が
、
次
第
に
揺
れ
は
治
ま
っ
て

来
た
。 

「吉
積
。
」林
は
急
い
で
後
部
の
機
関
室
に
走
っ
た
。
船
尾
か
ら
は
機
関
兵
が
逃
げ

出
し
て
き
た
。
中
に
、
部
下
の
長
尾
の
顔
が
見
え
た
。 

「長
尾
上
等
兵
、
や
ら
れ
た
の
は
何
処
だ
。
」
林
は
長
尾
を
捕
ま
え
て
、
大
声
で
聞

い
た
。 

「左
舷
の
機
関
室
で
あ
り
ま
す
、
兵
曹
。
」長
尾
は
魚
雷
の
恐
怖
が
残
っ
て
い
る
の

か
、
緊
張
し
た
声
で
答
え
た
。 

「吉
積
を
知
ら
ん
か
。
」 

「吉
積
兵
曹
殿
は
左
舷
機
関
室
に
お
ら
れ
た
筈
で
す
。
新
兵
二
名
と
一
緒
に
機
関
を

動
か
し
て
い
ま
し
た
。
」 

そ
し
て
、
再
び
駆
け
だ
そ
う
と
す
る
林
の
腕
を
掴
ん
で
、
「左
舷
機
関
室
は
も
う

水
没
し
て
い
ま
す
。
」と
続
け
た
。 

「機
関
室
に
降
り
る
タ
ラ
ッ
プ
は
、
階
段
の
上
の
ハ
ッ
チ
が
閉
じ
ら
れ
ま
し
た
。
」 

「そ
ん
な
。
ま
だ
生
き
て
い
る
か
も
知
れ
ん
ぞ
。
」 

「林
兵
曹
。
」後
ろ
か
ら
誰
か
が
声
を
掛
け
て
来
た
。
振
り
向
く
と
二
宮
機
曹
長
で
あ

っ
た
。 

「左
舷
後
方
部
は
機
関
室
区
画
だ
け
を
閉
鎖
し
て
、
他
の
区
画
へ
の
浸
水
を
食
い
止

め
た
。
勿
論
、
閉
鎖
前
に
機
関
室
に
は
大
声
で
呼
び
掛
け
て
、
タ
ラ
ッ
プ
ま
で
来
る

猶
予
を
与
え
た
。
浸
水
が
拡
大
し
他
の
ボ
イ
ラ
ー
ま
で
や
ら
れ
た
ら
、
こ
の
船
は
自

沈
す
る
し
か
な
く
な
る
の
は
解
っ
て
い
る
だ
ろ
う
。
こ
れ
以
上
、
被
害
を
拡
大
さ
せ

な
い
為
に
は
、
仕
方
の
な
い
処
置
だ
。
」 

「そ
ん
な…

」 

「そ
れ
よ
り
も
、
十
分
後
に
艦
橋
甲
板
に
集
合
だ
。
そ
れ
ま
で
に
、
急
い
で
右
舷
の
機

関
室
も
含
め
て
、
損
害
状
況
を
確
認
し
、
集
合
時
に
報
告
し
ろ
。
い
い
な
。
」 

言
い
捨
て
て
、
二
宮
は
艦
橋
に
向
か
っ
た
。 

確
か
に
機
関
現
場
の
実
務
責
任
者
は
林
と
吉
積
の
二
名
の
兵
曹
が
務
め
て
お

り
、
そ
れ
を
統
括
す
る
二
宮
曹
長 (

少
尉
相
当
職) 

の
上
司
は
機
関
長
の
久
保
大

尉
だ
け
で
有
る
。
こ
う
し
た
緊
急
事
態
の
場
合
に
現
場
の
状
況
を
把
握
す
る
の
は
、

林
が
先
ず
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
だ
っ
た
。 

 
◇ 
十
月
九
日 

午
前
十
時
十
分 

特
務
艦 

早
鞆 

艦
橋 

「左
舷
八
時
の
方
向
に
潜
水
艦
ら
し
き
も
の
が
浮
上
。
距
離
八
キ
ロ!

」望
楼
か
ら

の
声
が
伝
声
管
に
響
い
た
。 
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「一
号
砲
塔
を
撃
っ
て
、
や
っ
つ
け
て
や
る 

! 

」西
山
中
尉
が
顔
を
真
っ
赤
に
し
て

怒
鳴
り
な
が
ら
タ
ラ
ッ
プ
を
駆
け
下
り
、
艦
首
に
向
か
っ
て
走
り
出
し
た
。 

「西
山 !

」長
谷
部
艦
長
が
追
う
よ
う
に
叫
ん
だ
が
、
「言
っ
て
も
聞
か
ん
だ
ろ
う

な
。
」と
つ
ぶ
や
い
て
、
伝
声
管
で
望
楼
に
「
敵
潜
水
艦
の
正
確
な
方
向
と
距
離
を
測

定
し
ろ
。
」と
命
じ
た
。 

 

◇  
 

 
 
 

同
時
刻 

 
 
 

早
鞆 

左
舷
艦
尾 

「左
舷
艦
尾
の
機
関
室
付
近
に
、
何
か
見
え
る
ぞ
。
爆
発
で
め
く
れ
た
辺
り
に
何

か
刺
さ
っ
て
い
な
い
か
。
」左
舷
艦
尾
か
ら
身
を
乗
り
出
す
よ
う
に
損
傷
部
を
確

認
し
て
い
た
林
兵
曹
が
、
一
緒
に
損
傷
確
認
を
行
っ
て
い
た
長
尾
上
等
兵
に
話
し

か
け
た
。
「
二
枚
目
の
防
水
隔
壁
と
船
尾
材
の
間
に
見
え
る
の
は
、
あ
れ
は
魚
雷
じ

ゃ
な
い
か
。
」 

長
尾
上
等
兵
も
身
を
乗
り
出
し
な
が
ら
左
手
を
額
に
か
ざ
し
、
水
面
下
に
光
線

の
た
め
に
揺
れ
て
見
え
る
、
林
の
言
う
魚
雷
ら
し
き
も
の
に
目
を
凝
ら
し
た
。 

「ま
ず
い
で
す
ね
。
潜
っ
て
現
物
を
確
認
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
す
ね
。
い
ず
れ

に
し
て
も
右
舷
の
推
進
機
関
も
完
全
に
停
止
さ
せ
て
、
魚
雷
だ
っ
た
ら
ク
レ
ー
ン
で

取
り
除
い
て
海
底
に
落
と
し
ま
す
か
。
」 

「簡
単
に
言
う
な
。
命
が
け
の
仕
事
だ
ぞ
。
不
発
魚
雷
と
い
っ
て
も
、
何
時
な
ん
ど

き
爆
発
す
る
か
知
れ
た
も
の
じ
ゃ
な
い
ぞ
。
し
か
し
、
あ
れ
が
爆
発
し
た
ら
左
側
の

舵
を
や
ら
れ
る
か
、
下
手
を
す
る
と
右
舷
の
推
進
軸
も
使
え
な
く
な
る
か
も
知
れ

な
い
。
」 

「兵
曹
、
間
も
な
く
会
議
で
す
よ
ね
。
私
が
潜
っ
て
現
物
を
確
認
し
て
お
き
ま
す

か
ら
、
船
は
完
全
停
止
さ
せ
る
様
に
艦
長
に
報
告
願
い
ま
す
。
」 

「あ
の
お
っ
さ
ん
も
、
こ
ん
な
時
く
ら
い
は
ま
と
も
に
動
い
て
く
れ
る
だ
ろ
う
な

ぁ
。
何
し
ろ
予
備
役
大
佐
の
ロ
ー
ト
ル
組
だ
か
ら
な
。
」 

「憎
ま
れ
口
を
た
た
い
て
な
い
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
よ
。
」 

 

◇ 

十
月
九
日 

午
前
十
時
二
十
五
分 

特
務
艦 

早
鞆 

艦
橋
甲
板 

艦
首
の
一
号
砲
塔
が
突
如
火
を
噴
い
た
。
早
鞆
は
艦
の
任
務
上
、
訓
練
以
外
で
砲

弾
を
発
射
し
た
こ
と
は
無
い
為
、
砲
塔
に
い
た
三
人
を
除
き
、
乗
組
員
全
員
が
驚
い

て
艦
首
の
方
を
見
た
。 

林
は
艦
橋
に
駆
け
上
が
り
、
「
砲
撃
を
す
ぐ
に
止
め
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。
魚
雷
が

爆
発
し
ま
す
。
」と
怒
鳴
っ
た
。 

「何
、
魚
雷
だ
と
。
」 

「敵
の
不
発
魚
雷
で
す
。
今
、
長
尾
上
等
兵
が
潜
っ
て
状
況
を
確
認
し
て
い
ま
す

が
、
下
手
な
振
動
を
与
え
る
と
、
爆
発
の
引
き
金
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
」 

「撃
ち
方
止
め
、
一
号
砲
塔 ! 

長
谷
部
だ
。
直
ち
に
撃
つ
の
を
止
め
ろ ! 

」長
谷

部
艦
長
が
伝
声
管
で
一
号
砲
塔
を
怒
鳴
り
つ
け
た
。
「西
山
中
尉
に
は
、
直
ち
に
艦

橋
に
戻
る
よ
う
に
伝
え
ろ
。
返
答
は
無
用
だ ! 

」 

「さ
す
が
の
お
っ
さ
ん
も
怒
っ
た
な
。
実
際
、
西
山
の
ア
リ
バ
イ
作
り
の
砲
撃
だ
か

ら
な
。
こ
ん
な
距
離
で
潜
水
艦
に
当
た
っ
た
ら
、
お
な
ぐ
さ
み
だ
。
相
手
も
一
発
飛

ん
で
来
た
ら
、
す
ぐ
に
潜
っ
て
逃
げ
る
よ
。
」内
務
長
代
理
の
中
村
中
尉
が
ぼ
そ
ぼ

そ
と
つ
ぶ
や
く
よ
う
に
言
っ
た
。 

 

◇ 

十
月
九
日 

午
前
十
時
二
十
五
分 

潜
水
艦
キ
ン
グ
フ
ィ
ッ
シ
ュ 

艦
橋 

「敵
の
様
子
は
ど
う
で
す
か
。
被
害
の
様
子
は
解
り
ま
す
か
。
」
ジ
ュ
ー
ク
ス
大
尉

が
双
眼
鏡
を
覗
く
ロ
ー
レ
ン
ス
艦
長
に
尋
ね
た
。
途
端
に
敵
船
の
船
首
の
砲
塔
か
ら

火
が
出
て
、
砲
弾
の
発
射
音
ら
し
き
も
の
が
伝
わ
り
、
前
方
五
百
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の

辺
り
に
水
柱
が
立
っ
た
。 

「当
り
は
し
な
い
だ
ろ
う
が
、
急
ぎ
、
潜
航
し
ろ
。
潜
航
後
は
進
路
を
東
に
取
り
、

五
分
後
に
南
に
向
か
う
。
」
艦
橋
上
部
の
ハ
ッ
チ
を
閉
じ
な
が
ら
、
ロ
ー
レ
ン
ス
が
ジ
ュ

ー
ク
ス
に
命
じ
た
。
「沈
没
さ
せ
ら
れ
な
い
ま
で
も
、
か
な
り
の
損
害
は
与
え
て
い

る
。
」 
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指
令
室
に
戻
り
、
浅
く
潜
航
し
た
位
置
か
ら
潜
望
鏡
を
覗
き
な
が
ら
、
ロ
ー
レ
ン

ス
が
ジ
ュ
ー
ク
ス
に
言
葉
を
続
け
た
。 

「敵
船
は
エ
ン
ジ
ン
を
完
全
に
停
止
さ
せ
た
よ
う
だ
。
機
関
室
に
か
な
り
の
損
害

を
与
え
た
の
だ
ろ
う
。
沈
没
し
な
い
ま
で
も
、
数
か
月
は
使
い
物
に
な
ら
な
い
。
後
は

次
の
獲
物
を
探
す
ぞ
。
」 

一
度
出
航
す
れ
ば
二
ヶ
月
ほ
ど
続
く
哨
戒
任
務
で
は
、
こ
れ
か
ら
一
月
半
の
間
に

ま
だ
ま
だ
戦
果
を
挙
げ
る
必
要
が
有
っ
た
。
潜
水
艦
キ
ン
グ
フ
ィ
ッ
シ
ュ
は
次
の
獲

物
を
求
め
て
戦
場
を
離
脱
し
た
。 

 

◇ 

十
月
九
日 

午
前
十
時
三
十
分 
特
務
艦 

早
鞆 

一
号
砲
塔 

「何
で
す
か
、
こ
の
騒
ぎ
は
。
」一
号
砲
塔
の
砲
手
森
本
一
等
兵
が
傍
ら
の
鹿
島
兵

長
に
不
満
を
ぶ
つ
け
る
よ
う
に
話
し
か
け
た
。
「
急
に
中
尉
殿
が
飛
ん
で
来
て
砲
撃

だ
と
騒
ぐ
の
で
、
大
急
ぎ
で
一
発
撃
っ
た
ら
、
途
端
に
艦
長
か
ら
の
お
叱
り
の
伝
声

管
で
し
ょ
。
」 

「西
山
中
尉
得
意
の
ス
タ
ン
ド
プ
レ
ー
さ
。
西
山
中
尉
は
こ
の
艦
の
兵
科
の
実
務

責
任
者
だ
か
ら
な
。
」鹿
島
兵
長
も
苦
虫
を
か
み
つ
ぶ
す
よ
う
に
森
本
一
等
兵
に
答

え
た
。
「
今
日
の
魚
雷
で
の
損
傷
は
、
こ
れ
ま
で
哨
戒
任
務
を
ち
ゃ
ん
と
や
っ
て
い
た

の
か
、
後
で
艦
長
か
ら
報
告
を
求
め
ら
れ
る
だ
ろ
う
し
。
そ
れ
に
、
何
の
反
撃
も
せ

ず
、
魚
雷
を
撃
た
れ
た
ま
ま
敵
に
逃
げ
ら
れ
た
な
ん
て
恥
し
い
限
り
だ
か
ら
な
。
た

だ
の
輸
送
船
な
ら
ま
だ
し
も
、
い
や
し
く
も
こ
の
艦
は
軍
艦
だ
ぞ
。
」 

「西
山
中
尉
殿
は
有
能
だ
と
聞
い
て
い
ま
す
が
。
」 

「へ
え
、
誰
に
聞
い
た
ん
だ
。
」 

「ご
本
人
か
ら
で
す
。
海
兵
で
も
成
績
優
秀
だ
っ
た
と
。
」 

「ま
あ
、
見
か
け
は
あ
の
通
り
の
六
尺
豊
か
な
偉
丈
夫
だ
し
、
押
し
出
し
は
効
く
。

話
も
そ
れ
な
り
に
出
来
る
し
な
。
何
か
、
海
軍
省
の
お
偉
い
さ
ん
の
娘
に
気
に
入
ら

れ
て
、
入
り
婿
扱
い
で
結
婚
し
た
そ
う
だ
。
も
っ
と
も
、
結
婚
し
て
も
苗
字
は
変
え
て

い
な
い
そ
う
だ
か
ら
、
そ
れ
が
せ
め
て
も
の
本
人
の
意
地
な
ん
だ
ろ
う
な
。
」 

「そ
れ
な
ら
、
も
っ
と
経
歴
を
誇
れ
る
よ
う
な
船
に
乗
っ
て
い
る
筈
じ
ゃ
な
い
で
す

か
。
」 

「何
か
、
前
の
艦
で
失
敗
を
や
ら
か
し
て
、
こ
の
艦
に
転
勤
さ
せ
ら
れ
た
と
い
う
話

を
聞
い
た
ぞ
。
本
人
は
早
く
そ
の
失
敗
を
取
り
返
し
て
、
も
っ
と
華
の
有
る
船
に
移

り
た
い
ん
だ
ろ
う
が
、
こ
の
艦
じ
ゃ
手
柄
の
立
て
よ
う
が
な
い
か
ら
な
。
」 

 

◇ 

十
月
九
日 

午
前
十
時
三
十
分 

特
務
艦 

早
鞆 

艦
橋
甲
板 

報
告
会
議
は
予
定
通
り
に
十
時
三
十
分
に
始
ま
っ
た
。
こ
の
艦
の
士
官
と
兵
曹
長

(

少
尉
待
遇)

の
、
合
わ
せ
て
九
人
全
員
が
集
め
ら
れ
た
が
、
報
告
の
為
の
参
加
者
は

林
一
人
だ
っ
た
。
自
ず
か
ら
話
は
艦
尾
の
損
害
状
況
、
そ
れ
も
林
の
も
た
ら
し
た

「不
発
魚
雷
」の
報
告
に
集
中
し
た
。 

「そ
れ
で
、
魚
雷
は
ど
う
す
る
つ
も
り
だ
。
二
宮
機
曹
長
。
」長
谷
部
艦
長
が
機
械

部
門
の
責
任
者
の
二
宮
に
話
を
振
っ
た
。 

「ク
レ
ー
ン
で
取
り
外
し
て
、
海
底
に
捨
て
ま
し
ょ
う
。
魚
雷
か
ら
の
安
全
確
保
が

第
一
で
、
そ
れ
が
で
き
た
ら
、
左
舷
の
機
関
部
は
使
い
物
に
な
り
ま
せ
ん
か
ら
、
最

寄
り
の
港
に
寄
っ
て
修
理
し
た
方
が
良
い
と
思
い
ま
す
。
こ
こ
か
ら
だ
と
タ
ラ
カ
ン
ま

で
半
舷
走
航
で
も
五
時
間
く
ら
い
で
し
ょ
う
。
」二
宮
機
曹
長
が
答
え
た
。 

「魚
雷
を
取
り
除
い
た
ら
戦
死
し
た
三
人
の
遺
体
を
回
収
し
て
、
軍
艦
葬
を
や
り

ま
し
ょ
う
。
名
誉
の
戦
死
で
す
し
。
不
発
魚
雷
の
報
告
位
置
か
ら
す
る
と
、
そ
の
ま

ま
左
舷
機
関
室
に
繋
が
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
で
し
ょ
う
か
ら
、
同
じ
ク
レ
ー
ン
で
遺
体

も
回
収
で
き
る
と
思
い
ま
す
。
」
中
村
中
尉
が
付
け
加
え
た
。 

「わ
か
っ
た
。
そ
れ
で
実
際
に
魚
雷
の
処
理
に
は
誰
が
当
た
る
ん
だ
。
」
長
谷
部
艦
長

が
質
問
し
た
。 

「林
一
等
兵
曹
が
や
り
ま
す
よ
。
死
ん
だ
吉
積
二
等
兵
曹
は
林
兵
曹
の
身
代
わ
り

で
死
ん
だ
よ
う
な
も
の
で
す
か
ら
、
林
も
進
ん
で
名
乗
り
出
る
で
し
ょ
う
。
な
あ
、

林
。
」二
宮
機
曹
長
が
答
え
た
。 
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「え
っ
。
」
林
が
驚
い
て
二
宮
を
見
た
が
、
「
他
の
人
間
に
や
ら
せ
た
ら
、
吉
積
も
浮

か
ば
れ
ん
ぞ
。
」
二
宮
は
押
し
切
る
よ
う
に
林
を
睨
み
つ
け
た
。
「そ
の
代
わ
り
、
ク
レ

ー
ン
の
操
作
は
俺
が
責
任
を
持
っ
て
や
る
か
ら
。
」
二
宮
が
続
け
た
。 

「わ
か
っ
た
。
で
は
、
午
後
二
時
ま
で
に
は
後
始
末
を
完
了
さ
せ
て
タ
ラ
カ
ン
に
向

か
う
ぞ
。
そ
れ
な
ら
何
と
か
明
る
い
う
ち
に
港
の
近
く
ま
で
行
っ
て
、
無
事
に
桟
橋
に

接
岸
で
き
る
だ
ろ
う
。
」長
谷
部
艦
長
が
し
め
く
く
り
、
会
議
は
解
散
し
た
。 

艦
尾
に
向
か
い
な
が
ら
、
林
は
二
宮
の
言
い
ぐ
さ
に
む
か
っ
腹
が
立
っ
た
が
、
「
落

ち
着
け
、
落
ち
着
け
。
」と
、
自
分
に
言
い
聞
か
せ
た
。
他
人
に
言
わ
れ
な
く
て
も
吉

積
の
死
に
水
は
自
分
が
取
る
つ
も
り
だ
っ
た
が
、
そ
れ
よ
り
先
に
魚
雷
の
処
理
が
有

る
。
不
発
魚
雷
は
元
々
の
欠
陥
で
荒
く
扱
っ
て
も
爆
発
し
な
い
も
の
も
有
る
が
、
万

一
を
考
え
て
、
微
細
な
作
業
で
慎
重
に
艦
外
に
捨
て
る
必
要
が
有
っ
た
。
そ
う
い
う

意
味
で
は
、
水
中
で
長
く
息
が
続
き
、
手
先
も
器
用
で
、
尚
且
つ
、
そ
こ
が
死
に
場
所

に
な
る
覚
悟
を
し
て
、
落
ち
着
い
て
作
業
が
出
来
る
こ
と
も
必
要
だ
。
自
惚
れ
か
も

知
れ
な
い
が
、
こ
の
艦
の
乗
員
で
は
冷
静
に
考
え
て
も
そ
れ
は
自
分
が
適
任
だ
ろ
う

と
林
は
思
っ
た
。
「爆
発
す
れ
ば
、
ま
た
、
兵
が
死
ぬ
。
命
令
で
や
る
の
で
は
な
い
。
自

分
が
適
任
だ
と
思
う
か
ら
や
る
ん
だ
。
自
分
で
や
る
気
持
ち
に
な
ら
な
い
と
、
現
場

で
の
知
恵
が
湧
か
な
い
ぞ
。
」林
は
重
ね
て
自
分
に
言
い
聞
か
せ
た
。
そ
し
て
、
水
中

で
の
作
業
場
面
を
頭
の
中
で
想
像
し
な
が
ら
、
兵
士
食
堂
横
の
自
分
の
ロ
ッ
カ
ー
に

向
か
っ
た
。 

 

◇ 

十
月
九
日 

午
前
十
時
五
十
分 

特
務
艦 

早
鞆 

艦
尾
甲
板 

「お
帰
り
な
さ
い
、
林
一
等
兵
曹
。
会
議
の
結
果
は
ど
う
で
し
た
。
」
長
尾
上
等
兵

が
幾
分
心
配
そ
う
に
聞
い
て
き
た
。 

「う
ん
、
ク
レ
ー
ン
で
魚
雷
を
取
り
外
し
て
艦
の
外
に
捨
て
、
つ
い
で
に
戦
死
し
た

三
人
の
遺
体
も
回
収
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
」
林
が
答
え
た
。 

「そ
れ
で
、
そ
の
処
置
は
水
兵
科
が
や
る
の
で
す
か
。
」 

「い
や
、
俺
が
や
る
。
」 

「え
、
他
に
は
誰
が
。
」 

「俺
だ
け
で
や
る
。
」 

「そ
ん
な
、
無
理
で
す
よ
。
」 

「い
い
ん
だ
。
変
な
奴
を
絡
ま
せ
て
魚
雷
を
爆
発
さ
せ
た
く
な
い
し
、
戦
死
者
も
汚
物

み
た
い
に
扱
い
か
ね
な
い
奴
ら
に
冒
涜
さ
せ
た
く
な
い
。
長
尾
、
悪
い
が
ク
レ
ー
ン
か

ら
ロ
ー
プ
を
垂
ら
し
、
そ
れ
を
引
き
上
げ
る
手
助
け
を
頼
む
。
」 

「そ
れ
は
良
い
で
す
が
、
何
が
有
っ
た
ん
で
す
。
」 

「言
え
ば
虫
唾
が
走
る
が
、
わ
ず
か
百
六
十
名
ほ
ど
の
組
織
で
、
み
ん
な
自
分
の
立

場
し
か
考
え
て
い
な
い
の
が
気
に
食
わ
ん
。
」 

「将
校
連
中
で
す
か
。
」 

「艦
長
も
だ
。
艦
長
は
予
備
役
大
佐
の
再
招
集
組
だ
か
ら
、
こ
こ
を
出
さ
れ
た
ら
、
後

は
ど
こ
か
の
島
の
陸
戦
隊
指
令
官
で
戦
死
で
も
す
る
か
、
い
ず
れ
に
し
て
も
死
地
に

放
り
込
ま
れ
る
の
は
目
に
見
え
て
い
る
。
海
軍
省
に
は
睨
ま
れ
た
く
な
い
か
ら
、
西

山
中
尉
の
わ
が
ま
ま
も
わ
か
っ
て
い
て
見
過
ご
し
、
何
も
言
わ
な
い
。
今
回
の
俺
の 

役
目
も
、
戦
死
し
た
吉
積
の
為
に
林
が
自
ら
志
願
し
て
き
た
と
い
う
美
談
の
筋
書 

き
で
、
万
一
に
不
発
魚
雷
が
爆
発
し
て
艦
が
損
傷
し
て
も
、
情
に
ほ
だ
さ
れ
て
許
し

た
が
、
そ
れ
は
乗
組
員
の
士
気
高
揚
の
た
め
で
も
有
っ
た
と
い
う
話
に
す
る
だ
ろ

う
。
二
宮
機
曹
長
に
し
て
も
四
期
下
の
俺
が
す
ぐ
下
の
立
場
ま
で
来
て
い
て
、
酒
保

の
件
も
有
っ
て
井
上
主
計
大
尉
が
俺
を
随
分
評
価
し
て
い
る
か
ら
、
自
分
を
守
る
た

め
に
は
ど
こ
か
で
潰
し
て
し
ま
い
た
い
と
い
う
の
が
本
音
だ
ろ
う
。
今
回
は
損
傷
個

所
の
機
関
科
の
責
任
者
で
あ
る
機
械
長
と
し
て
作
業
全
体
の
指
揮
を
取
り
、
上
手

く
行
け
ば
作
業
を
指
揮
し
た
自
分
の
手
柄
、
上
手
く
行
か
な
け
れ
ば
現
場
で
作
業

を
し
た
林
の
ミ
ス
と
い
う
図
式
を
描
い
て
い
る
。
」 

「ひ
ど
い
話
で
す
ね
。
」 

「し
か
し
、
そ
ん
な
こ
と
よ
り
、
先
ず
不
発
魚
雷
の
処
理
だ
。
下
手
な
こ
と
を
す
る
と

艦
が
沈
没
し
て
、
全
員
泳
い
で
陸
を
目
指
す
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
。
陸
地
ま
で
四

十
キ
ロ
以
上
は
あ
る
ぞ
。
」 
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「冗
談
は
や
め
て
く
だ
さ
い
。
」 

「時
間
が
無
い
。
す
ぐ
に
作
業
に
か
か
る
ぞ
。
」  

 

 

◇ 

十
月
九
日 

午
前
十
一
時
十
分 

特
務
艦 

早
鞆 

水
中
の
艦
尾
鋳
鋼
板
損
傷

個
所
付
近 

 

林
は
裸
に
な
り
、
先
ず
損
傷
個
所
の
状
況
を
視
認
で
確
認
す
る
為
、
損
傷
し
た
艦

尾
鋳
鋼
板
ま
で
素
潜
り
で
近
づ
い
た
。 

念
の
た
め
に
、
海
流
に
流
さ
れ
た
時
を
考
え
、
腰
に
は
艦
尾
か
ら
垂
ら
し
た
命
綱

を
結
ん
で
い
る
。
魚
雷
は
鋳
鋼
板
が
爆
発
し
た
時
に
で
き
た
裂
け
目
を
こ
す
る
よ
う

に
刺
さ
っ
て
い
て
、
最
後
尾
の
ス
ク
リ
ュ
ー
部
分
が
そ
の
裂
け
目
に
引
っ
か
か
る
形
で

止
ま
っ
て
い
た
。
魚
雷
の
先
端
は
二
番
目
の
隔
壁
の
手
前
一
メ
ー
ト
ル
に
ま
で
迫
っ

て
い
た
が
、
壊
れ
た
鋳
鋼
板
が
捻
じ
曲
げ
ら
れ
て
ほ
ぼ
並
行
に
な
っ
た
部
分
に
魚
雷

本
体
が
器
用
に
乗
っ
か
っ
て
い
る
。
問
題
は
、
爆
発
で
毀
れ
た
鋳
鋼
板
の
一
部
が
魚

雷
の
上
部
を
塞
ぎ
、
そ
の
鋳
鋼
板
の
下
に
曲
が
っ
た
部
分
が
横
か
ら
挟
み
込
む
様
に

魚
雷
を
押
さ
え
て
い
る
こ
と
で
、
斜
め
上
方
に
少
し
ず
つ
引
き
上
げ
た
な
ら
、
な
ん

と
か
信
管
に
触
ら
な
い
よ
う
に
引
き
上
げ
ら
れ
そ
う
だ
が
、
魚
雷
を
艦
外
に
動
か
せ

る
よ
う
に
す
る
に
は
、
最
初
の
何
分
か
は
ク
レ
ー
ン
の
微
妙
な
操
作
が
必
要
に
見
え

た
。 

  

再
浮
上
す
る
と
、
水
中
作
業
と
ク
レ
ー
ン
操
作
台
と
の
中
継
点
と
し
て
、
鋼
台(
魚

雷
な
ど
の
防
御
網
を
下
に
垂
ら
す
装
置)

が
艦
尾
に
移
動
さ
れ
て
お
り
、
長
尾
上
等

兵
の
顔
が
見
え
た
。 

「さ
す
が
に
段
取
り
が
良
い
な
。
」林
が
長
尾
に
呼
び
掛
け
た
。 

「荷
下
ろ
し
が
本
業
で
す
か
ら
、
こ
の
艦
の
水
兵
は
大
砲
を
ぶ
っ
放
す
よ
り
作
業

の
段
取
り
を
考
え
る
の
が
余
程
得
意
で
す
よ
。
」
長
尾
が
軽
口
で
応
じ
た
。 

「今
す
ぐ
上
が
る
。
」声
を
掛
け
て
、
林
は
垂
れ
て
い
る
縄
梯
子
で
鋼
台
ま
で
昇
っ

て
行
っ
た
。 

「ク
レ
ー
ン
は
誰
が
操
作
す
る
ん
だ
。
」林
が
訪
ね
た
。 

「広
井
兵
長
に
頼
み
ま
し
た
。
ク
レ
ー
ン
操
作
の
名
人
で
す
よ
。
」 

「で
は
、
三
人
で
話
そ
う
。
」 

艦
尾
に
移
動
さ
せ
た
ク
レ
ー
ン
の
操
作
台
の
前
で
、
水
兵
科
の
広
井
兵
長
が
待
っ

て
い
た
。 

「林
だ
。
よ
ろ
し
く
頼
む
。
聞
い
て
い
る
と
思
う
が
、
不
発
魚
雷
の
艦
外
放
擲
作
業

だ
が
、
今
現
場
を
見
て
き
た
結
果
と
し
て
、
三
段
階
で
行
い
た
い
。
先
ず
、
魚
雷
を
動

か
せ
る
よ
う
に
す
る
の
が
第
一
段
階
。
こ
の
時
の
作
業
は
一
寸
や
五
分
と
い
っ
た
微

細
な
作
業
が
必
要
に
な
る
。
細
紐
で
合
図
を
す
る
か
ら
、
グ
ッ
と
一
回
引
い
た
場
合

は
五
分
刻
み
で
引
き
揚
げ
て
く
れ
。
ト
ン
ト
ン
と
二
回
引
い
た
ら
、
一
寸
ほ
ど
緩
め

て
欲
し
い
。
第
二
段
階
は
魚
雷
を
、
今
の
挟
ま
っ
た
位
置
か
ら
艦
外
ま
で
移
動
さ
せ

る
。
第
一
段
階
が
上
手
く
い
け
ば
、
艦
外
へ
の
移
動
は
、
ほ
ぼ
真
っ
直
ぐ
に
移
動
さ
せ

る
だ
け
で
上
手
く
い
く
筈
だ
。
第
三
段
階
は
魚
雷
を
海
底
に
捨
て
る
だ
け
だ
が
、
そ

の
ま
ま
続
け
て
落
と
さ
れ
た
の
で
は
、
魚
雷
が
爆
発
し
た
衝
撃
で
俺
が
や
ら
れ
る
か

も
知
れ
な
い
か
ら
、
俺
が
鋼
台
に
上
が
る
ま
で
待
っ
て
い
て
く
れ
。
要
は
第
一
段
階

が
勝
負
だ
な
。
合
図
の
紐
は
絡
ま
な
い
よ
う
に
長
尾
を
鋼
台
に
置
い
て
、
中
継
し
て

も
ら
う
か
ら
、
長
尾
を
良
く
見
な
が
ら
操
作
し
て
く
れ
。
そ
れ
と
、
魚
雷
を
縛
る
の

は
チ
ェ
ー
ン
で
は
な
く
ロ
ー
プ
に
す
る
。
チ
ェ
ー
ン
だ
と
引
っ
張
っ
た
時
に
、
瞬
間
的

に
強
い
衝
撃
を
与
え
か
ね
な
い
。
ロ
ー
プ
自
体
の
伸
縮
で
衝
撃
を
和
ら
げ
た
い
。
後

は
念
の
た
め
に
言
っ
て
お
く
が
、
二
宮
が
上
官
面
し
て
何
か
言
っ
て
き
て
も
、
海
中
と

は
連
絡
が
取
れ
ま
せ
ん
か
ら
と
言
っ
て
、
相
手
に
す
る
な
。
」 

「わ
か
り
ま
し
た
。
そ
れ
で
、
潜
っ
た
ま
ま
の
作
業
で
す
よ
ね
。
一
回
で
ど
れ
く
ら

い
の
時
間
、
作
業
で
き
ま
す
。
」
広
井
が
林
に
尋
ね
た
。 

「三
分
と
い
っ
た
所
か
な
。
」
林
が
答
え
た
。 

「三
分
も
で
す
か
。
」長
尾
が
聞
き
返
し
た
。 

「小
さ
い
時
か
ら
素
潜
り
で
サ
ザ
エ
を
採
っ
て
き
た
か
ら
な
。
ま
あ
、
三
分
く
ら
い

な
ら
、
何
回
か
続
け
て
も
問
題
は
無
い
。
五
分
を
超
え
る
と
、
こ
れ
は
危
険
信
号
だ
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な
。
ひ
ょ
っ
と
す
る
と
俺
自
身
を
引
き
上
げ
て
も
ら
う
こ
と
に
な
る
。
十
一
時
半
か

ら
作
業
を
開
始
す
る
。
い
い
な
。
」林
が
二
人
を
見
な
が
ら
ニ
ャ
っ
と
笑
っ
た
。 

 

◇ 

十
月
九
日 

午
前
十
一
時
三
十
分 

特
務
艦 

早
鞆 

水
中
の
艦
尾
鋳
鋼
板
損

傷
個
所
付
近 

林
は
、
海
水
パ
ン
ツ
の
上
に
上
下
の
体
操
着
、
足
に
は
ズ
ッ
ク
靴
を
履
い
て
鋼
台
で

待
っ
て
い
た
。
「裸
の
ほ
う
が
動
き
や
す
い
が
、
さ
っ
き
潜
っ
た
時
に
膝
を
鋳
鋼
板
の

破
断
面
で
少
し
切
っ
て
し
ま
っ
た
。
」林
は
長
尾
に
言
っ
た
。
「魚
雷
と
ダ
ン
ス
を
す
る

と
、
切
ら
れ
与
三
に
な
り
か
ね
な
い
か
ら
な
。
」と
言
い
足
し
、
命
綱
を
腰
に
、
長
尾

に
相
図
す
る
た
め
の
細
紐
は
先
端
を
輪
に
し
て
左
の
手
首
に
縛
り
付
け
、
鋼
台
か
ら

海
面
に
ダ
イ
ブ
し
た
。
そ
し
て
、
ク
レ
ー
ン
の
先
端
か
ら
海
面
に
下
が
っ
て
い
る
、
魚

雷
を
引
き
上
げ
る
た
め
の
二
本
の
ロ
ー
プ
の
先
端
を
持
ち
、
伸
び
あ
が
っ
て
大
き
く

息
を
吸
い
込
む
と
、
真
っ
直
ぐ
下
に
向
か
っ
て
潜
水
し
て
い
っ
た
。 

 

三
分
後
、
林
が
再
び
姿
を
現
し
た
。 

「今
の
処
、
順
調
だ
。
ク
レ
ー
ン
か
ら
の
吊
り
下
げ
用
の
ロ
ー
プ
を
ピ
ン
と
張
る
ま

で
ゆ
っ
く
り
引
き
上
げ
て
く
れ
。
ロ
ー
プ
は
魚
雷
の
先
端
三
分
の
一
の
所
と
、
末
端 

の
ス
ク
リ
ュ
ウ
の
箇
所
に
括
り
つ
け
た
。
舷
側
か
ら
垂
直
に
引
き
離
す
角
度
で
ロ
ー

プ
を
引
き
上
げ
る
よ
う
に
、
広
井
兵
長
に
伝
え
て
く
れ
。
」 

「了
解
。
復
唱
し
ま
す
。
」と
長
尾
が
返
事
し
、
広
井
兵
長
に
聞
こ
え
る
よ
う
に
そ

ち
ら
に
顔
を
向
け
て
、
林
か
ら
の
指
示
内
容
を
復
唱
し
た
。 

広
井
が
ク
レ
ー
ン
を
操
作
し
た
の
か
、
弛
ん
で
い
た
吊
り
下
げ
用
の
ロ
ー
プ
が
ピ

ン
と
張
っ
た
状
態
に
な
り
、
ス
ク
リ
ュ
ー
部
位
の
側
の
ロ
ー
プ
が
三
十
セ
ン
チ
ほ
ど
上

に
な
っ
た
。
「そ
こ
ま
で
だ
。
」
林
が
怒
鳴
っ
た
。 

広
井
に
も
聞
こ
え
た
の
か
、
ク
レ
ー
ン
の
動
き
が
止
ま
っ
た
。 

「魚
雷
先
端
側
の
ロ
ー
プ
だ
け
、
す
こ
し
ず
つ
上
に
引
い
て
も
ら
う
ぞ
。
こ
れ
か
ら

が
正
念
場
だ
。
そ
の
前
に
、
ク
レ
ー
ン
の
先
端
を
三
尺
ほ
ど
船
体
か
ら
外
に
突
き
出

し
て
、
そ
こ
で
止
め
て
く
れ
。
」言
い
捨
て
て
、
林
は
再
び
潜
水
し
て
い
っ
た
。 

 

三
十
秒
後
、
相
図
の
細
紐
に
グ
ッ
と
引
き
上
げ
る
合
図
が
有
り
、
上
手
く
伝
わ
っ

た
の
か
、
ク
レ
ー
ン
が
微
妙
に
動
い
た
。
そ
れ
か
ら
も
、
引
き
上
げ
と
緩
め
る
合
図
が

不
連
続
で
続
き
、
潜
水
か
ら
三
分
半
が
経
過
し
た
時
、
林
が
再
び
姿
を
見
せ
た
。 

「も
う
少
し
だ
。
後
少
し
で
魚
雷
を
動
か
せ
る
。
長
尾
、
ド
ン
ゴ
ロ
ス
を
一
枚
、
投

げ
落
と
し
て
く
れ
。
」 

言
わ
れ
た
よ
う
に
、
長
尾
は
荷
下
ろ
し
用
の
麻
袋(

通
称
ド
ン
ゴ
ロ
ス)

を
海
面
に

投
げ
落
と
し
た
。 

そ
れ
を
掴
む
と
、
林
は
「
今
度
は
も
う
少
し
長
く
な
る
か
も
し
れ
ん
ぞ
。
」と
言
っ

て
、
潜
っ
て
行
っ
た
。 

水
面
か
ら
二
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
場
所
に
、
魚
雷
は
挟
ま
っ
て
い
た
。
林
は
ド
ン
ゴ
ロ

ス
を
魚
雷
の
先
端
を
覆
う
よ
う
に
巻
き
付
け
、
最
先
端
部
に
は
触
れ
な
い
よ
う
に
注

意
し
な
が
ら
、
相
図
の
細
紐
を
グ
ッ
と
引
っ
張
っ
た
。
そ
し
て
、
魚
雷
を
下
か
ら
支
え

る
よ
う
に
踏
ん
張
り
、
再
び
引
き
上
げ
と
引
き
下
げ
の
合
図
を
繰
り
返
し
た
。
単
調

な
作
業
が
三
分
ほ
ど
続
い
た
後
、
魚
雷
の
先
端
部
が
ふ
っ
と
船
体
の
破
断
面
か
ら 

離
れ
た
。 

林
は
慌
て
て
ド
ン
ゴ
ロ
ス
を
下
に
引
き
、
魚
雷
が
破
断
面
の
上
部
に
ぶ
つ
か
ら
な

い
よ
う
に
し
よ
う
と
し
た
が
、
一
瞬
、
カ
ン
と
い
う
音
が
響
き
、
魚
雷
が
船
体
の
破
断

口
に
接
触
し
た
。
林
は
一
瞬
、
目
を
つ
ぶ
っ
た
が
、
頭
の
中
で
「
エ
エ
イ!

」と
気
合
を

入
れ
て
、
そ
の
ま
ま
、
魚
雷
を
押
し
出
す
様
に
船
体
を
脚
で
蹴
っ
た
。 

「広
井
兵
長
、
魚
雷
が
艦
か
ら
離
れ
ま
し
た
。
」長
尾
が
広
井
に
向
か
っ
て
叫
び
、

再
び
水
面
に
目
を
移
し
た
。 

魚
雷
に
続
い
て
林
の
姿
が
見
え
た
。
し
か
し
泳
ぐ
様
子
は
な
く
、
そ
の
ま
ま
仰
向

け
に
浮
か
ん
で
、
水
面
に
静
か
に
浮
か
ん
だ
ま
ま
で
止
ま
っ
た
。 

「林
兵
曹
殿!

」長
尾
が
大
声
で
呼
ん
だ
が
、
返
答
が
無
い
ま
ま
、
林
は
浮
か
ん
で
い

た
。
長
尾
は
あ
わ
て
て
、
海
面
に
飛
び
込
み
、
林
の
頭
の
下
に
手
を
指
し
添
え
た
。 

「大
丈
夫
だ
。
少
し
疲
れ
た
。
」
林
が
仰
向
け
に
浮
か
ん
だ
ま
ま
、
大
き
く
息
を
吐

い
て
つ
ぶ
や
い
た
。 
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「心
配
し
ま
し
た
よ
。
最
後
は
五
分
以
上
、
潜
っ
て
い
ま
し
た
よ
。
」 

「新
記
録
か
な
。
休
憩
し
た
ら
、
吉
積
た
ち
を
引
き
上
げ
る
ぞ
。
」 

 

林
と
長
尾
が
鋼
台
に
上
が
り
、
そ
こ
で
暫
く
息
を
整
え
て
い
た
ら
、
遥
か
下
の
水

中
か
ら
投
棄
し
た
魚
雷
の
爆
発
音
が
響
い
て
き
た
。
「
今
回
も
命
拾
い
を
し
た
な
。
」 

林
は
自
分
の
幸
運
が
ま
だ
続
い
て
い
る
こ
と
を
知
っ
た
。 

 

し
ば
ら
く
し
て
、
林
は
甲
板
ま
で
昇
り
、
ク
レ
ー
ン
の
操
作
台
に
い
る
広
井
兵
長

に
話
し
か
け
た
。 

「あ
り
が
と
う
。
お
蔭
で
上
手
く
い
っ
た
よ
。
」 

「林
兵
曹
殿
こ
そ
、
本
当
に
お
疲
れ
様
で
す
。
し
か
し
、
常
人
技
で
は
無
い
で
す

ね
。
感
服
し
ま
し
た
。
」広
井
が
驚
き
を
隠
さ
ず
に
林
に
話
を
返
し
た
。
「都
合
で
合

わ
せ
て
二
十
分
余
り
、
最
後
の
時
は
五
分
半
く
ら
い
潜
っ
て
い
ま
し
た
よ
。
普
通
な

ら
、
立
派
な
土
左
衛
門
で
す
よ
。
」 

「作
業
開
始
か
ら
ざ
っ
く
り
三
十
分
か
。
し
か
し
、
ま
だ
こ
の
後
が
有
る
が
、
少
し

休
憩
だ
。
」 

「も
う
、
誰
か
に
代
わ
っ
て
も
ら
っ
た
方
が
良
い
で
す
よ
。
本
当
に
。
」
広
井
が
真
顔

で
林
に
言
っ
た
。 

「魚
雷
は
下
手
を
す
る
と
死
人
が
出
る
か
ら
、
俺
が
引
き
受
け
た
。
多
分
、
こ
の
艦

で
潜
る
息
は
、
俺
が
一
番
続
く
か
ら
な
。
そ
れ
と
、
吉
積
た
ち
の
遺
体
は
、
本
当
に
戦

死
し
た
三
人
を
哀
悼
す
る
気
持
ち
で
触
れ
る
者
じ
ゃ
な
い
と
、
遺
体
を
処
置
す
る
権

利
は
な
い
。
だ
か
ら
、
俺
が
潜
る
。
」林
が
静
か
に
答
え
た
。 

「本
当
は
軍
艦
旗
で
包
ん
で
、
引
き
上
げ
て
や
り
た
い
が
、
長
谷
部
艦
長
な
ら
、
多

分
、
そ
こ
ら
に
有
る
ド
ン
ゴ
ロ
ス
に
包
ん
で
、
引
き
上
げ
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
名

誉
の
戦
死
と
言
っ
て
も
、
詰
ま
る
処
、
水
死
体
だ
か
ら
な
。
だ
か
ら
、
命
令
で
作
業
を

や
る
奴
は
、
普
通
な
ら
触
る
の
も
嫌
が
っ
て
、
ぞ
ん
ざ
い
な
扱
い
を
し
か
ね
な
い
。
そ

れ
じ
ゃ
、
余
り
に
三
人
が
可
哀
そ
う
だ
。
せ
め
て
、
葬
式
で
友
達
が
棺
桶
を
担
ぐ
よ

う
に
、
例
え
ド
ン
ゴ
ロ
ス
の
棺
桶
で
も
、
俺
が
丁
寧
に
引
き
上
げ
て
や
る
よ
。
」
林
が

幾
分
重
い
口
調
で
答
え
た
。 

 

「と
こ
ろ
で
、
二
宮
は
姿
を
見
せ
た
か
。
」
林
が
広
井
に
尋
ね
た
。 

「作
業
が
始
ま
っ
て
す
ぐ
、
何
を
ト
ロ
ト
ロ
や
っ
て
る
ん
だ
。
さ
っ
さ
と
チ
ェ
ー
ン
で

も
巻
い
て
、
一
気
に
引
き
上
げ
ろ
。
」と
言
う
ん
で
、
「そ
ん
な
こ
と
を
し
た
ら
魚
雷

が
爆
発
し
て
、
こ
の
辺
り
に
い
る
も
の
も
無
事
じ
ゃ
済
み
ま
せ
ん
よ
。
」と
返
し
ま
し

た
。
そ
う
し
た
ら
、
何
も
言
わ
ず
に
艦
橋
の
方
に
向
か
い
ま
し
た
。 

「相
変
わ
ら
ず
だ
な
。
自
分
が
指
揮
を
執
る
と
言
っ
た
か
ら
、
顔
を
出
さ
な
い
訳

に
も
行
か
な
い
の
で
様
子
を
見
に
来
た
ん
だ
ろ
う
が
、
ど
う
せ
艦
長
に
は
順
調
に
進

ん
で
い
ま
す
と
で
も
報
告
し
た
ん
だ
ろ
う
。
手
柄
顔
で
な
。
」林
が
う
ん
ざ
り
し
た
よ

う
に
言
っ
た
。
そ
し
て
、
「広
井
兵
長
、
悪
い
が
あ
と
少
し
付
き
合
っ
て
く
れ
。
十
二
時

半
か
ら
三
人
を
引
き
上
げ
る
。
遺
体
を
ド
ン
ゴ
ロ
ス
に
く
る
ん
で
引
き
上
げ
る
だ
け

だ
か
ら
、
三
人
で
十
五
分
も
有
れ
ば
終
わ
る
だ
ろ
う
。
頼
む
ぞ
。
」 

「喜
ん
で
お
手
伝
い
し
ま
す
よ
。
」
広
井
が
明
る
く
答
え
た
。 

 

◇ 

十
月
九
日 

午
後
零
時
三
十
分 

特
務
艦 

早
鞆 

艦
尾
損
傷
個
所
付
近 

「広
井
兵
長
、
長
尾
上
等
兵
。
最
後
の
仕
上
げ
だ
。
よ
ろ
し
く
頼
む
ぞ
。
補
充
兵
か

ら
引
き
上
げ
て
、
最
後
に
吉
積
兵
曹
を
引
き
上
げ
る
。
上
官
は
部
下
の
安
否
を
見

届
け
て
か
ら
退
避
す
る
の
が
鉄
則
で
、
吉
積
な
ら
、
そ
う
し
た
い
だ
ろ
う
か
ら
。
」
言

い
置
い
て
、
林
は
左
舷
の
鋼
台
に
向
か
っ
た
。 

「変
わ
っ
た
人
と
い
う
か
、
ブ
レ
な
い
人
だ
な
あ
。
」広
井
兵
長
が
長
尾
の
顔
を
見

て
言
っ
た
。 

「そ
う
で
す
ね
。
慣
れ
な
い
と
扱
い
に
く
い
人
の
気
が
し
ま
す
が
、
情
に
厚
い
良
い

人
で
す
よ
。
」そ
う
言
い
置
い
て
長
尾
は
林
の
後
を
追
い
、
鋼
台
に
ス
タ
ン
バ
イ
し
た
。 
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◇ 

十
月
九
日 

午
後
零
時
四
十
分 

特
務
艦 

早
鞆 

水
中
の
艦
尾
鋳
鋼
板
損
傷

個
所
付
近 

 

魚
雷
処
理
か
ら
三
十
分
ほ
ど
休
憩
し
、
再
び
林
は
潜
水
を
始
め
た
。 

 

今
度
は
魚
雷
の
時
の
よ
う
な
爆
発
の
危
険
は
な
い
の
で
、
余
裕
を
持
っ
て
作
業
が

出
来
た
。
広
井
や
長
尾
と
の
連
携
も
、
お
互
い
に
相
手
の
反
応
や
力
量
が
判
っ
て
い

る
の
で
、
手
慣
れ
た
仕
事
を
や
っ
て
い
る
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
。 

 

最
初
に
補
充
兵
の
一
人
を
引
き
上
げ
た
。
魚
雷
の
爆
発
の
衝
撃
で
頭
を
打
っ
て
意

識
を
失
っ
た
ま
ま
水
死
し
た
の
か
、
身
体
に
は
特
に
目
立
っ
た
損
傷
も
な
く
、
眠
っ
て

い
る
よ
う
な
死
に
顔
だ
っ
た
。 

林
は
、
本
来
は
自
分
の
部
下
と
し
て
今
も
勤
務
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
見
知
ら
ぬ
補

充
兵
に
水
中
で
合
掌
し
、
ド
ン
ゴ
ロ
ス
の
中
に
遺
体
を
運
ん
だ
。
や
は
り
、
引
き
上
げ

る
の
は
ド
ン
ゴ
ロ
ス
に
入
れ
る
よ
う
に
と
指
示
さ
れ
た
為
、
せ
め
て
も
の
弔
い
で
身
体

を
伸
ば
し
た
ま
ま
中
に
納
め
ら
れ
る
よ
う
に
、
大
き
め
の
ド
ン
ゴ
ロ
ス
を
三
枚
用
意

さ
せ
た
。
頭
を
上
に
す
る
形
で
、
足
下
か
ら
履
か
せ
る
よ
う
に
ド
ン
ゴ
ロ
ス
の
袋
を
引

き
上
げ
、
入
り
口
を
固
く
縛
っ
た
。
そ
し
て
、
横
泳
ぎ
で
ド
ン
ゴ
ロ
ス
の
袋
の
結
び
口

を
引
っ
張
り
な
が
ら
、
魚
雷
の
爆
発
で
空
い
た
破
裂
口
を
遺
体
と
添
う
よ
う
に
抜
け

出
し
、
ク
レ
ー
ン
か
ら
の
フ
ッ
ク
を
袋
の
結
び
口
に
引
っ
掛
け
、
自
分
は
一
度
、
海
面

に
浮
上
し
た
。 

 

海
面
に
出
て
み
る
と
、
舷
側
に
は
い
く
つ
も
顔
が
並
ん
で
い
て
、
艦
長
以
下
の
士
官

連
中
も
揃
っ
て
い
る
よ
う
だ
っ
た
。
「暇
な
連
中
だ
。
他
に
す
る
こ
と
は
な
い
の
か
。
」

と
林
は
心
の
中
で
毒
づ
き
な
か
ら
、
広
井
兵
長
へ
の
合
図
と
し
て
、
ク
レ
ー
ン
か
ら
降

り
て
い
る
チ
ェ
ー
ン
を
一
度
、
強
く
下
に
引
い
た
。 

 

ク
レ
ー
ン
は
遺
体
を
十
分
な
高
さ
ま
で
引
き
上
げ
た
後
、
右
に
九
十
度
旋
回
し
て

遺
体
を
後
部
甲
板
に
下
ろ
し
た
。
水
兵
科
の
兵
隊
が
数
人
、
遺
体
を
取
り
囲
み
、
軍

艦
葬
の
為
の
準
備
を
始
め
た
。
広
井
兵
曹
は
ク
レ
ー
ン
の
フ
ッ
ク
を
袋
か
ら
外
し
て

も
ら
い
、
次
の
作
業
の
た
め
、
ク
レ
ー
ン
の
位
置
を
元
の
場
所
に
戻
し
た
。
林
は
引
き

続
き
、
疲
れ
も
見
せ
ず
に
、
次
の
遺
体
の
引
き
上
げ
の
為
に
潜
水
し
た
。 

 

二
人
目
の
補
充
兵
は
爆
発
の
衝
撃
か
、
右
足
が
折
れ
て
い
た
。
そ
し
て
一
人
目
よ

り
も
明
ら
か
に
、
か
な
り
歳
を
重
ね
て
い
る
容
貌
だ
っ
た
。
林
は
家
に
は
奥
さ
ん
や

子
供
も
い
た
か
も
知
れ
な
い
な
と
想
像
し
、
最
近
、
再
召
集
さ
れ
た
十
歳
ほ
ど
年
上

の
叔
父
の
顔
を
想
い
浮
か
べ
た
。
「
残
さ
れ
た
遺
族
は
可
哀
そ
う
だ
な
。
」と
思
う

と
、
水
中
で
合
掌
す
る
手
に
力
が
こ
も
っ
た
。 

 

同
じ
手
順
で
二
番
目
の
遺
体
も
甲
板
に
送
り
、
最
後
に
吉
積
の
番
と
な
っ
た
。
吉

積
兵
曹
は
死
ぬ
時
も
意
識
が
有
っ
た
の
か
、
険
し
い
顔
つ
き
で
死
ん
で
い
た
。
林
は

「悪
か
っ
た
な
、
吉
積
。
」と
頭
を
下
げ
、
手
で
両
眼
を
閉
じ
さ
せ
、
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
す

る
よ
う
に
顔
を
整
え
た
。
「お
前
の
母
さ
ん
に
は
俺
が
出
来
る
だ
け
の
事
は
す
る
。
成

仏
で
き
な
い
と
言
わ
ず
に
、
安
ら
か
に
浄
土
に
行
っ
て
く
れ
。
」合
掌
し
な
が
ら
、
林

は
吉
積
に
別
れ
を
告
げ
て
、
船
体
の
破
裂
口
ま
で
遺
体
を
運
ん
だ
。
こ
の
破
裂
口
を

出
れ
ば
、
後
は
手
順
通
り
に
軍
艦
葬
を
行
い
水
葬
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
艦
橋
前
に

遺
体
を
運
べ
ば
、
遺
族
で
も
な
い
一
介
の
下
士
官
の
林
に
出
る
幕
は
無
く
な
る
。 

 

「吉
積
、
も
う
少
し
付
き
合
っ
て
く
れ
る
か
。
」林
は
心
の
中
で
つ
ぶ
や
き
な
が
ら
、

小
学
校
の
時
の
こ
と
を
想
い
出
し
て
い
た
。
「奉
安
殿
」の
掃
除
を
命
じ
ら
れ
た
時
、

飾
ら
れ
て
い
た
写
真
を
「ど
こ
の
お
っ
さ
ん
の
写
真
だ
。
」と
言
っ
て
笑
っ
た
ら
、
二
人

し
て
監
督
の
教
師
に
力
い
っ
ぱ
い
平
手
打
ち
を
食
っ
た
こ
と
。
校
庭
の
二
宮
金
次
郎

の
銅
像
を
見
て
「
本
気
で
薪
を
集
め
て
背
負
っ
て
い
る
な
ら
、
あ
ん
な
涼
し
い
顔
で
本

な
ん
か
読
む
余
裕
が
あ
る
筈
が
な
い
。
こ
ん
な
の
、
実
際
に
山
で
薪
集
め
を
し
た
こ

と
の
無
い
、
苦
労
無
し
の
や
つ
が
考
え
る
こ
と
だ
。
」と
言
っ
た
の
を
、
運
悪
く
同
じ

教
師
に
聞
か
れ
、
「お
前
ら!!

」と
追
い
か
け
ま
わ
さ
れ
た
こ
と
。
吉
積
の
通
信
簿
素

行
欄
の
マ
イ
ナ
ス
点
は
、
か
な
り
自
分
の
責
任
だ
っ
た
と
林
は
改
め
て
吉
積
に
謝
っ

た
。
も
っ
と
も
俺
も
お
前
の
悪
さ
に
付
き
合
わ
さ
れ
て…

な
ど
と
考
え
て
い
る
う
ち

に
、
息
の
苦
し
さ
を
通
り
こ
し
て
、
林
は
意
識
が
朦
朧
と
し
て
き
た
。 

 

「ま
ず
い
。
」林
は
慌
て
て
破
裂
口
を
潜
り
抜
け
、
す
ぐ
に
海
面
に
浮
上
し
、
息
を
継

い
だ
。 
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鋼
台
か
ら
長
尾
一
等
兵
が
「林
兵
曹! 

林
兵
曹! 

」と
声
を
か
ら
し
て
叫
ん
で
い

た
。
舷
側
に
見
え
る
顔
は
一
様
に
「
何
が
有
っ
た
ん
だ
。
」と
い
う
顔
付
で
下
を
見
て

い
る
。 

 

長
尾
は
鋼
台
か
ら
林
の
横
に
飛
び
込
み
、
「
大
丈
夫
で
す
か
。
待
た
せ
過
ぎ
で
す

よ
。
」と
心
配
顔
で
林
を
覗
き
込
み
な
が
ら
、
身
体
を
支
え
よ
う
と
し
た
。 

「吉
積
の
袋
を
ク
レ
ー
ン
の
フ
ッ
ク
に
懸
け
て
く
れ
。
こ
こ
で
俺
が
勝
手
に
水
葬
に
し

た
ら
、
吉
積
に
化
け
て
出
ら
れ
る
。
」 

「も
う
、
心
配
さ
せ
な
い
で
く
だ
さ
い
。
」長
尾
は
安
心
し
た
の
か
顔
が
弛
ん
だ
が
、
そ

れ
で
も
林
を
支
え
る
手
は
そ
の
ま
ま
に
し
て
い
た
。 

 

◇ 

十
月
九
日 

午
後
一
時
十
分 

特
務
艦 

早
鞆 

後
部
甲
板 

 

乗
組
員
の
ほ
ぼ
全
員
が
後
部
甲
板
に
集
め
ら
れ
、
戦
死
者
三
名
の
軍
艦
葬
が
始
ま

っ
た
。 

早
鞆
は
任
務
柄
、
戦
死
者
を
出
す
の
は
こ
れ
が
初
め
て
だ
っ
た
。
昨
年
の
八
月
に

も
同
じ
よ
う
に
米
国
の
潜
水
艦
の
攻
撃
を
受
け
た
が
、
船
体
を
わ
ず
か
に
損
傷
し
た

程
度
で
済
み
、
負
傷
者
も
出
て
い
な
か
っ
た
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
、
今
日
は
乗
組
員

全
員
が
戦
争
を
真
剣
に
意
識
す
る
日
と
な
っ
た
。 

 

遺
体
は
艦
橋
側
を
頭
に
、
並
ぶ
よ
う
に
三
つ
ド
ン
ゴ
ロ
ス
の
袋
が
並
べ
ら
れ
、
遺
体

の
顔
が
見
え
る
よ
う
に
袋
の
口
を
捲
り
、
袋
を
隠
す
よ
う
に
上
に
軍
艦
旗
が
懸
け
ら

れ
て
い
た
。 

 

ラ
ッ
パ
手
が
「海
行
か
ば
」を
吹
奏
し
、
全
員
が
唱
和
し
た
。 

 

内
務
の
分
隊
長
中
村
中
尉
か
ら
戦
死
者
三
名
の
略
歴
の
報
告
が
有
り
、
名
誉
の
戦

死
に
対
し
て
三
名
の
昇
進
を
海
軍
省
に
申
請
す
る
旨
が
告
げ
ら
れ
た
。 

 

形
通
り
に
長
谷
部
艦
長
か
ら
弔
辞
と
全
員
に
対
す
る
訓
示
が
行
わ
れ
、
乗
組
員
の

中
に
い
た
坊
主
上
が
り
の
兵
隊
が
、
「般
若
心
経
」
を
読
経
し
、
全
員
が
手
を
合
わ
せ

て
礼
拝
を
し
た
。
林
は
「吉
積
は
浄
土
真
宗
な
ん
だ
が
。
」と
、
言
え
ば
ま
た
怒
ら
れ

そ
う
な
こ
と
を
考
え
て
い
た
。 

 

そ
の
後
、
甲
板
の
右
舷
に
全
員
が
移
動
し
合
掌
す
る
中
で
、
順
番
に
遺
体
を
一
畳

ほ
ど
の
板
に
載
せ
て
海
中
に
滑
り
落
と
し
、
葬
儀
は
終
了
し
た
。 

 

◇ 

十
月
九
日 

午
後
一
時
五
十
分 

特
務
艦 

早
鞆 

後
部
右
舷
機
関
室 

「本
当
に
お
疲
れ
様
で
し
た
。
林
兵
曹
。
」長
尾
上
等
兵
が
昼
食
代
わ
り
に
二
人
分
の

握
り
飯
を
運
び
込
み
、
「や
っ
と
昼
飯
に
あ
り
付
け
ま
す
ね
。
」と
話
し
か
け
た
。
「正

直
、
疲
れ
た
。
」林
も
放
心
し
た
よ
う
に
返
事
を
し
た
が
、
「し
か
し
、
タ
ラ
カ
ン
ま
で

の
段
取
り
を
操
舵
の
連
中
に
確
認
す
る
ま
で
は
、
ま
だ
休
め
な
い
か
ら
な
。
お
前
も

い
つ
ま
で
も
俺
に
付
き
合
っ
て
い
る
と
今
後
も
碌
な
こ
と
が
な
い
ぞ
。
」
林
は
冗
談
か

本
音
か
判
ら
な
い
口
調
で
長
尾
の
顔
を
見
た
。 

「操
舵
室
の
こ
と
ま
で
気
に
か
か
る
と
は
、
何
と
も
兵
曹
殿
も
貧
乏
性
で
す
ね
。
」長

尾
上
等
兵
が
目
じ
り
を
緩
め
て
言
葉
を
返
し
た
。 

林
は
ニ
コ
リ
と
も
し
な
い
で
「
機
関
も
吉
積
が
い
れ
ば
安
心
し
て
任
せ
る
の
だ
が
、

機
関
科
総
員
六
十
九
名
の
内
、
あ
と
使
え
る
の
は
佐
藤
く
ら
い
か
。
」と
言
っ
た
時
、

「お
呼
び
で
す
か
。
」と
佐
藤
三
等
兵
曹
が
機
関
室
に
顔
を
出
し
た
。 

「お
お
、
来
た
か
。
用
意
が
出
来
次
第
、
す
ぐ
に
機
関
を
再
始
動
し
て
タ
ラ
カ
ン
に

向
か
う
。
知
っ
て
の
通
り
、
左
側
の
機
関
が
使
え
な
い
か
ら
、
右
側
の
機
関
だ
け
で
の

方
肺
走
行
だ
。
出
て
も
六
ノ
ッ
ト
と
い
う
と
こ
ろ
だ
が
、
航
路
を
陸
地
に
あ
ま
り
近

付
け
る
と
マ
カ
ッ
サ
ル
海
流
に
反
流
す
る
沿
岸
流
に
邪
魔
さ
れ
て
着
く
の
が
遅
く
な

る
。
航
路
の
件
は
俺
が
操
舵
室
に
念
を
押
し
て
お
く
。
何
と
か
夜
の
七
時
前
に
は
タ

ラ
カ
ン
の
港
に
接
岸
し
た
い
。
後
は
左
側
の
機
関
室
に
こ
れ
以
上
の
問
題
が
起
こ
ら

な
い
よ
う
に
、
随
時
、
見
張
っ
て
い
て
欲
し
い
か
ら
、
別
途
そ
の
為
の
要
員
も
確
保
し

て
く
れ
。
ど
う
せ
接
岸
す
れ
ば
、
二
三
日
は
機
関
室
要
員
に
仕
事
は
な
く
な
る
。
そ

れ
と
、
長
尾
は
朝
か
ら
俺
に
付
き
合
っ
て
疲
れ
て
い
る
か
ら
、
機
関
の
運
転
要
員
が

揃
っ
た
ら
、
上
が
ら
せ
て
や
っ
て
く
れ
。
」
言
い
置
い
て
、
林
は
艦
橋
に
向
か
っ
た
。 

「相
変
わ
ら
ず
、
忙
し
い
人
だ
。
」佐
藤
が
林
を
見
送
り
な
が
ら
言
っ
た
。
「み
ん
な

詳
し
く
は
知
ら
な
い
で
し
ょ
う
が
、
朝
か
ら
の
魚
雷
と
遺
体
の
始
末
は
林
兵
曹
殿
が
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一
人
で
片
付
け
た
よ
う
な
も
の
で
す
よ
。
本
当
に
タ
フ
な
人
で
す
。
」
長
尾
が
林
を
擁

護
す
る
よ
う
に
佐
藤
に
言
っ
た
。 

午
後
二
時
過
ぎ
に
、
早
鞆
は
機
関
を
再
始
動
さ
せ
、
タ
ラ
カ
ン
に
向
か
っ
た
。 

 

◇ 

十
月
九
日 
午
後
七
時 

オ
ラ
ン
ダ
領
東
イ
ン
ド 

タ
ラ
カ
ン
の
波
止
場 

 

早
鞆
は
無
事
に
タ
ラ
カ
ン
の
港
に
接
岸
し
た
。
こ
こ
は
オ
ラ
ン
ダ
領
東
イ
ン
ド
の
有

力
な
石
油
の
産
出
地
で
早
鞆
は
石
油
の
積
み
込
み
の
為
に
、
過
去
に
何
回
か
寄
港
し

た
こ
と
が
有
っ
た
。
ま
た
、
石
油
の
積
出
港
で
あ
る
関
係
か
ら
、
寄
港
す
る
船
舶
の
簡

易
修
理
を
す
る
施
設
が
有
る
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
早
鞆
の
修
理
は
明
日
以
降
の
話

だ
っ
た
。 

林
は
直
属
上
司
の
二
宮
曹
長
に
了
解
を
取
り
、
今
日
は
早
め
に
休
む
つ
も
り
で
、

食
堂
で
そ
の
日
初
め
て
の
普
通
の
食
事
を
取
っ
て
い
た
。
そ
こ
に
井
上
大
尉
か
ら
の

お
呼
び
が
か
か
っ
た
。 

 

◇ 

十
月
九
日 

午
後
八
時 

特
務
艦 

早
鞆 

士
官
宿
泊
室 

林
は
主
計
長
の
井
上
大
尉
に
呼
ば
れ
、
士
官
専
用
の
宿
泊
室
に
出
向
い
た
。
こ
こ

は
井
上
と
軍
医
長
の
石
垣
大
尉
と
の
二
人
部
屋
で
、
部
屋
の
小
さ
な
机
に
ウ
ィ
ス
キ

ー
の
ボ
ト
ル
が
置
か
れ
て
い
た
。 

「ご
苦
労
だ
っ
た
な
、
林
。
」井
上
大
尉
が
林
に
話
し
か
け
た
。
「仕
事
は
片
付
い
た

か
。
」 

「推
進
機
関
の
修
理
は
明
日
か
ら
か
か
り
ま
す
。
ち
ょ
っ
と
長
引
き
そ
う
で
す
。
と

こ
ろ
で
、
酒
保
の
件
で
来
て
ほ
し
い
と
の
伝
言
が
有
り
ま
し
た
が
。
」林
が
直
立
し
た

ま
ま
答
え
た
。 

「ま
あ
、
そ
こ
の
イ
ス
に
腰
か
け
ろ
。
こ
こ
に
は
俺
と
石
垣
大
尉
し
か
い
な
い
か
ら
、

ゆ
っ
く
り
休
め
。
食
堂
で
も
良
か
っ
た
ん
だ
が
、
あ
そ
こ
だ
と
色
ん
な
奴
が
い
て
、
そ

れ
こ
そ
、
別
の
意
味
で
う
る
さ
い
か
ら
な
。
」
井
上
が
も
う
既
に
飲
み
始
め
て
い
た
の

か
、
少
し
赤
味
が
さ
し
た
顔
で
答
え
た
。 

「吉
積
た
ち
に
献
杯
し
て
い
た
ん
だ
。
」
軍
医
長
の
石
垣
大
尉
が
言
い
添
え
た
。 

お

前
は
吉
積
と
は
幼
馴
染
だ
っ
た
ら
し
い
か
ら
、
ど
う
せ
な
ら
一
緒
に
献
杯
し
て
も
ら

お
う
と
思
っ
て
な
。
」井
上
大
尉
が
盆
に
伏
せ
て
い
た
杯
を
林
に
差
し
出
し
た
。 

そ
し
て
自
分
の
杯
を
軽
く
上
げ
、
「献
杯
。
」と
言
い
な
が
ら
眼
で
林
に
飲
む
よ
う

に
促
し
た
。 

「林
は
酒
を
飲
ま
ん
と
い
う
が
、
飲
め
な
い
の
で
な
い
こ
と
は
良
く
し
っ
て
い
る
。

本
当
は
お
前
の
慰
労
が
目
的
な
ん
だ
。
今
日
は
ま
あ
、
俺
に
付
き
合
え
。
」井
上
が
ウ

ィ
ス
キ
ー
を
飲
み
干
し
な
が
ら
、
言
葉
を
続
け
た
。
「吉
積
は
気
の
毒
だ
っ
た
が
、
こ

こ
も
戦
場
だ
か
ら
な
。
」 

「は
い
、
覚
悟
は
し
て
い
ま
す
。
元
々
は
二
人
共
、
昨
年
の
十
一
月
に
ソ
ロ
モ
ン
海

で
沈
ん
だ
霧
島
に
乗
っ
て
い
ま
し
た
か
ら
。
」
林
が
返
答
し
た
。 

「そ
う
か
、
霧
島
の
機
関
兵
は
ほ
と
ん
ど
が
戦
死
し
た
そ
う
だ
な
。
」
井
上
が
続
け

た
。 「艦

が
沈
む
時
に
は
、
艦
の
底
に
い
る
の
が
仕
事
の
機
関
兵
は
ま
ず
助
か
ら
な
い

と
覚
悟
し
て
い
ま
す
。
私
も
転
属
が
な
け
れ
ば
、
一
緒
に
死
ん
で
い
た
で
し
ょ
う
。
」

林
が
言
葉
を
続
け
た
。 

「今
い
る
艦
で
、
部
下
た
ち
が
死
な
な
い
よ
う
に
守
っ
て
や
る
の
も
、
お
前
の
役
割

だ
な
。
」井
上
が
言
っ
た
。 

「そ
れ
は
も
っ
と
上
の
人
の
役
目
で
し
ょ
う
。
」林
が
言
葉
を
返
し
た
。 

「林
一
等
機
関
兵
曹
。
お
前
は
仕
事
が
出
来
る
。
そ
し
て
、
考
え
も
し
っ
か
り
し
て

い
る
。
今
日
も
お
前
が
泥
を
か
ぶ
る
仕
事
を
一
人
で
や
っ
た
よ
う
な
も
の
だ
。
体
力

も
含
め
て
、
た
い
し
た
も
の
だ
と
思
っ
て
い
る
。
」井
上
が
続
け
た
。 

「お
前
の
眼
か
ら
見
た
ら
、
こ
の
艦
の
上
の
連
中
の
や
っ
て
る
こ
と
な
ど
、
自
分
の

都
合
し
か
考
え
て
い
な
く
て
、
人
の
上
に
立
つ
立
場
の
者
の
す
る
こ
と
で
は
無
い
と

思
え
る
だ
ろ
う
な
。
」更
に
井
上
が
言
葉
を
続
け
た
。 

「酔
っ
て
い
る
の
で
す
か
。
」
林
が
話
を
そ
ら
し
た
。 
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「わ
か
っ
て
い
る
よ
、
林
。
だ
か
ら
今
日
、
お
前
を
呼
ん
だ
。
人
は
上
に
昇
る
に
つ
れ

て
少
し
ず
つ
良
い
景
色
が
見
え
て
き
て
、
も
っ
と
上
に
、
も
っ
と
上
に
と
欲
が
出
る
。

そ
し
て
、
失
敗
を
恐
れ
て
無
意
識
の
裡
に
保
身
に
廻
る
。
お
前
は
性
格
か
ら
し
て
、

そ
う
は
な
ら
な
い
と
思
う
が
、
自
爆
は
す
る
な
。
お
前
ひ
と
り
な
ら
、
例
え
こ
の
艦

を
放
り
出
さ
れ
て
も
、
自
分
で
何
と
か
や
っ
て
い
く
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
残
さ
れ
た
部

下
は
も
っ
と
大
変
に
な
る
ぞ
。
」 

「今
度
は
説
教
で
す
か
。
井
上
大
尉
。
」林
が
井
上
を
直
視
し
て
答
え
た
。 

「説
教
で
は
な
く
、
助
言
だ
よ
。
林
兵
曹
。
」横
か
ら
石
垣
大
尉
が
言
い
添
え
た
。 

「井
上
大
尉
は
お
前
を
評
価
し
て
い
る
。
だ
か
ら
、
も
っ
と
上
の
立
場
に
な
る
よ
う

に
応
援
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
私
も
そ
う
だ
。
残
念
な
が
ら
、
二
人
共
、
お
前
の
直

属
の
上
司
で
は
な
い
が
な
。
」石
垣
が
言
葉
を
続
け
た
。 

「戦
争
は
ま
だ
ま
だ
続
く
。
こ
の
艦
も
も
っ
と
危
な
い
場
面
に
出
会
う
こ
と
に
な

る
だ
ろ
う
。
そ
う
し
た
時
に
現
場
で
部
下
を
守
れ
る
の
は
お
前
の
よ
う
な
奴
だ
。
だ

か
ら
、
自
重
し
て
欲
し
い
。
今
ま
で
の
お
前
は
不
満
を
押
さ
え
て
、
黙
っ
て
縁
の
下
の

仕
事
を
し
て
来
た
。
確
か
に
不
満
を
言
葉
に
は
し
て
い
な
い
。
し
か
し
、
態
度
に
不
満

が
現
れ
て
い
る
。
も
っ
た
い
な
い
話
だ
。
お
前
が
文
句
を
言
い
た
い
相
手
は
、
言
葉
に

こ
そ
し
な
い
が
、
お
前
の
言
い
た
い
事
が
自
分
の
欠
陥
を
突
い
て
い
る
こ
と
を
意
識

し
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
が
解
り
つ
つ
も
反
撃
し
て
く
る
ぞ
。
相
手
に
も
自
分
の
論

理
が
有
る
し
、
防
衛
本
能
が
働
く
か
ら
な
。
」 

今
度
は
井
上
が
付
け
足
し
た
。
「長
谷
部
艦
長
に
も
不
満
は
有
る
だ
ろ
う
が
、
も

の
は
考
え
よ
う
だ
。
あ
の
お
っ
さ
ん
の
よ
う
に
、
部
下
に
何
も
言
わ
な
い
上
司
は
、
そ

れ
は
そ
れ
で
や
り
易
い
も
の
だ
。
こ
れ
が
雁
字
搦
に
締
め
付
け
ら
れ
て
、
そ
れ
も
納

得
で
き
な
い
方
針
を
押
し
付
け
て
来
る
よ
う
な
上
司
だ
と
、
部
下
は
精
神
的
に
潰

さ
れ
て
し
ま
う
。
勝
手
に
泳
が
せ
て
く
れ
る
上
司
は
、
そ
れ
は
そ
れ
で
や
り
や
す
い

も
の
だ
。
」 

「そ
の
為
に
、
全
体
の
統
制
が
取
れ
な
く
て
、
士
官
連
中
そ
れ
ぞ
れ
が
勝
手
な
こ

と
を
し
て
い
て
も
で
す
か
。
軍
隊
が
そ
れ
で
は
、
部
下
は
無
駄
死
に
し
ま
す
。
」林
が

反
論
し
た
。 

「勿
論
、
限
度
は
有
る
さ
。
」
今
度
は
石
垣
が
代
わ
っ
て
言
っ
た
。
「こ
の
艦
は
そ
こ

ま
で
腐
っ
て
い
な
い
。
ヤ
バ
く
な
る
と
、
流
石
の
艦
長
も
自
分
の
色
を
出
す
。
今
日
も

西
山
を
呼
ん
で
、
叱
り
つ
け
た
は
ず
だ
。
他
人
に
は
見
え
な
い
よ
う
に
な
。
二
宮
の
い

い
加
減
な
所
も
、
お
っ
さ
ん
は
良
く
判
っ
て
い
る
よ
。
」 

更
に
井
上
が
付
け
足
し
た
。
「
林
、
も
う
少
し
の
我
慢
だ
。
次
に
昇
進
し
た
ら
お
前

も
曹
長
だ
。
昔
で
言
う
特
務
少
尉
だ
。
良
い
か
悪
い
か
は
別
に
し
て
、
軍
隊
で
士
官

と
兵
と
で
は
権
限
が
大
き
く
違
う
。
士
官
に
な
れ
ば
例
え
一
番
下
で
も
立
場
が
変

わ
る
。
艦
長
に
も
直
言
で
き
る
し
、
自
分
の
担
当
範
囲
で
は
か
な
り
の
権
限
を
持

つ
。
だ
か
ら
、
や
け
だ
け
は
起
こ
す
な
。
」と
言
い
つ
つ
、
井
上
は
林
の
杯
に
ウ
ィ
ス
キ

ー
を
注
ぎ
足
し
た
。 

「も
う
一
杯
飲
め
ば
、
今
日
は
こ
れ
で
帰
れ
。
ち
ょ
う
ど
ウ
ィ
ス
キ
ー
も
空
に
な 

る
所
だ
か
ら
な
。
俺
た
ち
二
人
は
お
前
を
応
援
し
て
い
る
。
そ
れ
だ
け
は
伝
え
た 

か
っ
た
。
だ
か
ら
、
今
晩
お
前
に
来
て
も
ら
っ
た
。
」 

計
算
し
て
い
た
か
の
よ
う
に
、
ウ
ィ
ス
キ
ー
の
瓶
は
空
に
な
り
か
け
て
い
た
。
二
人

の
話
に
納
得
を
し
た
訳
で
は
な
か
っ
た
が
、
林
は
二
人
が
自
分
を
心
配
し
、
好
意
で

話
し
て
く
れ
て
い
る
こ
と
は
良
く
分
か
っ
た
。
そ
し
て
、
今
の
自
分
の
も
や
も
や
し
た

気
持
ち
を
早
い
う
ち
に
解
消
さ
せ
る
つ
も
り
で
呼
び
出
し
た
の
も
理
解
で
き
て
い

た
。
「貴
重
な
お
酒
、
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
」
直
接
的
な
礼
は
別
の
時
に
言
お
う

と
思
い
な
が
ら
、
林
は
頭
を
深
々
と
下
げ
、
直
立
で
敬
礼
を
し
て
士
官
室
を
出
た
。 

水
兵
部
屋
に
帰
り
な
が
ら
、
林
は
二
人
の
大
尉
の
こ
と
を
改
め
て
考
え
て
み
た
。

軍
隊
は
典
型
的
な
階
級
社
会
で
、
自
分
の
よ
う
な
た
た
き
上
げ
の
兵
隊
が
士
官
に

な
っ
て
も
、
兵
学
校
上
が
り
の
新
米
の
少
尉
よ
り
も
下
に
置
か
れ
る
。
元
か
ら
の
士

官
で
あ
る
二
人
は
、
良
い
人
だ
が
そ
れ
も
、
一
人
は
軍
医
、
一
人
は
主
計
畑
と
い
う

言
わ
ば
傍
流
で
、
だ
か
ら
こ
そ
普
通
の
兵
隊
を
普
通
に
見
ら
れ
る
余
裕
が
有
る
の
だ
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と
も
思
え
た
。
俺
は
士
官
に
な
っ
て
も
、
そ
し
て
何
処
ま
で
上
に
行
っ
て
も
、
兵
隊
の

気
持
ち
か
ら
抜
け
出
せ
な
い
し
、
脱
け
出
し
た
ら
自
分
は
潰
れ
る
だ
ろ
う
な
と
、
林

は
思
っ
た
。 

水
兵
部
屋
に
帰
り
な
が
ら
、
長
尾
の
顔
を
想
い
浮
か
べ
た
。
「長
尾
、
今
日
は
良
く

や
っ
て
く
れ
た
な
。
」
林
は
つ
ぶ
や
き
な
が
ら
、
長
尾
た
ち
を
守
る
た
め
に
も
、
二
人

に
言
わ
れ
た
よ
う
に
、
お
前
は
も
う
少
し
我
慢
を
続
け
る
し
か
な
い
ん
だ
ぞ
と
心
の

中
で
自
分
に
言
い
聞
か
せ
て
い
た
。 

い
つ
の
間
に
か
時
刻
は
九
時
近
く
に
な
っ
て
い
て
、
南
国
と
は
言
え
港
に
吹
く
風

が
頬
に
心
地
よ
か
っ
た
。
そ
し
て
、
西
の
空
か
ら
は
白
い
半
月
が
戦
場
に
は
無
縁
の

穏
や
か
な
光
を
地
上
に
降
り
注
い
で
い
た
。 

林
安
憲 

ま
だ
ま
だ
未
熟
な
二
十
七
歳
と
一
ヶ
月
の
兵
士
の
、
長
か
っ
た
一
日
が

や
っ
と
終
わ
り
か
け
て
い
た
。 

 

（エ
ピ
ロ
ー
グ
） 

特
務
艦
早
鞆
は
タ
ラ
カ
ン
で
応
急
修
理
を
行
っ
た
後
、
バ
リ
ク
パ
パ
ン
で
の
修
理

を
経
て
昭
和
十
九
年
一
月
に
、
よ
う
や
く
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
セ
レ
タ
ー
軍
港
に
到
着

し
た
。
そ
の
後
、
セ
レ
タ
ー
軍
港
で
も
続
け
て
修
理
を
行
っ
た
が
、
推
進
機
関
は
結
局

戦
闘
航
海
に
従
事
で
き
る
レ
ベ
ル
に
ま
で
は
回
復
せ
ず
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
リ
ン
ガ

泊
地
で
連
合
艦
隊
の
諸
艦
艇
に
対
す
る
補
給
業
務
の
み
に
専
念
し
た
。
そ
の
後
、
昭

和
十
九
年
十
月
に
セ
レ
タ
ー
軍
港
に
再
帰
港
し
、
英
軍
の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
奪
回
作
戦

に
備
え
て
、
ジ
ョ
ホ
ー
ル
水
道
を
封
鎖
す
る
為
の
防
壁
と
な
る
任
務
を
命
ぜ
ら
れ
、

(

こ
れ
に
つ
い
て
は
第
八
章
に
記
し
て
い
ま
す
。) 

昭
和
二
十
年
の
敗
戦
を
迎
え
る
こ

と
に
な
る
。 

 

潜
水
艦
キ
ン
グ
フ
ィ
ッ
シ
ュ
は
こ
の
五
回
目
の
パ
ト
ロ
ー
ル
を
無
事
に
終
え
た
後
、

南
シ
ナ
海
か
ら
小
笠
原
近
海
ま
で
、
日
本
軍
相
手
の
輸
送
路
破
壊
任
務
を
更
に
七

回
重
ね
、
日
本
の
敗
戦
ま
で
潜
水
艦
と
し
て
の
任
務
を
無
傷
で
全
う
し
た
。 

こ
の
二
つ
の
艦
が
、
そ
の
後
の
戦
場
で
再
び 

ま
み
え
る
こ
と
は
無
か
っ
た
。 

(

第
七
章 

了) 

        

【キングフィッシュ 基本性能】 

排水量 (水上) 1,526 トン、(水中) 2,410 トン 

全長  (水線長) 93.6m、 (最大長) 95.02m     

全幅  8.31m     吃水 6.2m 

機関 10気筒 ディーゼル 4基、 

    エリオット発電機   2基 

最大速度 水上 20.25 ノット 

       水中  8.75 ノット 

航続距離 11,000海里 (10 ノット時) 

試験水深 300ft  (90m) 

乗員    戦時 80～85名 

兵装 25口径 5 インチ砲 一基 

    40 ミリ機関砲、20 ミリ機銃、 

    21 インチ 魚雷発射管 10基 

 
(米国海軍潜水艦 キングフィッシュ) 
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【編集後記】 

▶ 昨日、ロシアが侵攻しているウクライナの 4州をロシアに編入する声明を発表しました。2月下

旬の侵攻以来、すでに丸 7 ヶ月以上を経過した「特別軍事作戦」は、ウクライナ側の攻勢により、い

よいよ長期戦の様相を呈しています。 

映画「サウンド・オブ・ミュージック」で見たヒトラーの侵略を、今、プーチンがそれをなぞり、さらに

悪質なことには、「核の脅威」をちらつかせる中で、自らの主張を押し通そうとしています。 

▶ 愚生もいわゆる「戦争を知らない世代」ですが、第二次大戦の終結からはすでに 77年が経過

しました。そして、その間に世界中で色々な「戦争」が起こりましたが、直接に戦闘を経験した人間

は、世界のどの国でも、絶対的な少数派の存在です。その為、声高な「愛国心」のプロパガンダがど

んな危険性を伴うものなのかという事に対して、世界中が「リアルな認識」を持てない状態になって

います。結果、アジア・アフリカの新興国はもとより、欧米の各国でも「極右」政治勢力の伸張に見

られる様に『排外主義』が勢いを増しており、違う意味で「もはや戦後ではない」状況が出現してい

ますし、日本の政治状況や風潮もまた、それと「軌を一にした」ところにいます。 

▶ ところで、3ページの「BS通信」の紹介でも触れましたが、今回の BS通信は『会員の投稿』とし

て、「小説」を掲載いたしました。たまたま、「太平洋戦争に従軍した一兵士」の生涯をテーマとした

作品ですが、愚生も自分なりに、「戦争」に対する想いを再整理してみたいと思います。 

また、今後の BS通信の発行に際しては、「会員の投稿欄」を一つの柱として編集していきたいと

考えていますので、皆様からの積極的なご投稿をお願いいたします。 

勿論、ジャンルは問わず、以前に何人かの会員からご頂戴した「政治・経済」に関わる論文から、

紀行文・詩歌などの文芸作品まで、どんな種類の作品でも結構ですので、事務局宛にご連絡を賜

り度存じます。 

いつの間にか「閉塞感」が高まっている今の世の中に対し、少しでも「明るさ」や「やる気」を取り

戻すお手伝いができる「誌面」を創れればと考えています。 

                                (片断知崇徒) 


